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   議事日程第１号      第２回定例会 

   令和２年６月９日（火）  午前９時３０分開議 

 

   開  会 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

 〃  ２ 会期決定 

 〃  ３ 諸般の報告 

      （１）定例監査結果等報告について 

      （２）山形県市議会議長会第１４３回定期総会の報告について 

      （３）全国自治体病院経営都市議会協議会第４８回定期総会の報告について 

 〃  ４ 行政報告 

      （１）市政の概況について 

      （２）令和３年度国県に対する重要事業の要望事項について 

      （３）令和元年度寒河江市土地開発公社決算及び令和２年度寒河江市土地開発公社予算に 

         ついて 

 〃  ５ 質疑 

 〃  ６ 議第３７号 寒河江市農業委員会委員の任命について 

 〃  ７ 議案説明 

 〃  ８ 委員会付託 

 〃  ９ 質疑・討論・採決 

 〃 １０ 議第３８号 寒河江市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 〃 １１ 議案説明 

 〃 １２ 委員会付託 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

 〃 １４ 議第３９号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第６号） 

 〃 １５ 議案説明 

 〃 １６ 委員会付託 

 〃 １７ 質疑・討論・採決 

 〃 １８ 報告第１号 令和元年度寒河江市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

 〃 １９ 報告第２号 令和元年度寒河江市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告に 

            ついて 

 〃 ２０ 質疑 

 〃 ２１ 議第４０号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃 ２２ 議第４１号 寒河江市史跡慈恩寺旧境内総合交流施設の設置及び管理に関する条例の制定 

            について 

 〃 ２３ 議第４２号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２４ 議第４３号 アイジー地域産業未来応援基金条例の制定について 

 〃 ２５ 議第４４号 寒河江市市税条例の一部改正について 
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日程第２６ 議第４５号 寒河江市都市計画税条例の一部改正について 

 〃 ２７ 議第４６号 寒河江市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

 〃 ２８ 議第４７号 寒河江市国民健康保険条例の一部改正について 

 〃 ２９ 議第４８号 寒河江市国民健康保険税条例の一部改正について 

 〃 ３０ 議第４９号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 

 〃 ３１ 議第５０号 市道路線の認定について 

 〃 ３２ 議案説明 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  冒頭に、新型コロナウイルスの感染でお亡く

なりになった多くの方々に対し、衷心より御冥

福をお祈り申しあげます。 

  そしてまた、今なお病魔と闘っておられる多

くの方々に対し、一日も早い御回復を御祈念申

しあげます。 

  幸いにして、我が寒河江市においては、佐藤

市長を先頭に市民一丸となってコロナの水際対

策に努めてきた成果もあり、今日まで１人の感

染者も出すことなく来られましたことは誠に喜

ばしい限りであります。長い闘いとなるかと思

いますが、市民一人一人が気を緩めることなく、

「新しい生活様式」を十分視野に入れた中で、

収束まで頑張っていかねばならないと思ってお

ります。 

  それにつけても、経済界はもとより、教育分

野、農業分野、そしてまたコロナと第一線で闘

っていただいている医療従事者の方々等々、我

が寒河江市においても、有形無形の甚大な被害

を被っております。 

  本来であれば、６月議会はさくらんぼ議会と

いうことで、「寒河江の元気」「日本一さくらん

ぼの里さがえ」を市内外に大いにアピールをさ

せていただくところでございますが、周りを取

り巻く環境を十分鑑み、このたびはお祭りムー

ドを少し自粛をさせていただき、例年とは少し

趣の違う第７回さくらんぼ議会とさせていただ

きますこと、議場におられる方々はもちろん、

市民各位の御理解、御協力をお願いを申しあげ

る次第です。 

  ただいまから、令和２年第２回寒河江市議会

定例会を開会いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  なお、報道機関及び企画創成課より本定例会

における写真撮影及び録音の申出があり、議長

においてこれを許可しております。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進め

てまいります。 

  なお、本定例会においては、新型コロナウイ

ルス対策としてパーティションを設置しており
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ますので、質疑の際は質問席で行ってください。 

 ※今定例会では新型コロナウイルス感染症防止対策の

ため、議場内の演壇及び質問席にパーティションを設

置。特に記載の場合を除き議員は質問席、市執行部は

演壇で発言を行うこととした。 

 

会議録署名議員指名 

 

○柏倉信一議長 日程第１、会議録署名議員指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定に

より議長において、２番太田陽子議員、９番古

沢清志議員を指名いたします。 

 

会 期 決 定 

 

○柏倉信一議長 日程第２、会期決定を議題とい

たします。 

  本定例会の会期など議事日程につきましては、

議会運営委員会で協議を願っておりますので、

その結果について委員長の報告を求めます。木

村議会運営委員長。 

   〔木村寿太郎議会運営委員長 登壇〕 

○木村寿太郎議会運営委員長 おはようございま

す。 

  議会運営委員会における協議の結果について

御報告申しあげます。 

  本日招集になりました令和２年第２回寒河江

市議会定例会の運営につきましては、去る６月

４日、委員６名全員出席並びに関係者出席の下、

議会運営委員会を開催し、協議いたしました。 

  会期につきましては、提案されます議案数や

一般質問通告数などを勘案し、本日から６月22

日までの14日間と決定いたしました。その間の

会議等につきましては、お示ししております第

２回定例会日程表のとおりと決定いたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願いを申しあげ、御報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から６月22日までの14日

間と決定いたしました。 

 

 

第２回定例会日程                       令和２年６月９日（火）開会 

月  日 時  間 会      議 場  所 

６月 ９日(火) 午前９時３０分 本  会  議 

開会、会議録署名議員指

名、会期決定、諸般の報

告、行政報告、質疑、農業

委員会委員任命議案上程、

同説明、委員会付託、質

疑・討論・採決、固定資産

評価審査委員会委員選任議

案上程、同説明、委員会付

託、質疑・討論・採決、議

案上程、同説明、委員会付

託、質疑・討論・採決、報

告、質疑、議案上程、同説

明 

議   場 

６月１０日(水) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 
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６月１１日(木) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

６月１２日(金) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

６月１３日(土) 休               会 

６月１４日(日) 休               会 

６月１５日(月) 

午前９時３０分 本  会  議 
質疑、予算特別委員会設

置、委員会付託 
議   場 

本会議終了後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 議   場 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 終 了 後 

総務産業常任委員会  

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 議   場 

６月１６日(火) 午前９時３０分 
総務産業常任委員会  

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 議   場 

６月１７日(水) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

６月１８日(木) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

６月１９日(金) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

６月２０日(土) 休               会 

６月２１日(日) 休               会 

６月２２日(月) 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案上程、委員長報告、質

疑・討論・採決、閉会 
議   場 

 

 

諸 般 の 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第３、諸般の報告でありま

す。 

  （１）定例監査結果等報告について、（２）

山形県市議会議長会第143回定期総会の報告に

ついて、（３）全国自治体病院経営都市議会協

議会第48回定期総会の報告については、お示し

しております文書によって御了承願います。 

 

行 政 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第４、行政報告であります。 

  （１）市政の概況について、（２）令和３年

度国県に対する重要事業の要望事項について、

（３）令和元年度寒河江市土地開発公社決算及

び令和２年度寒河江市土地開発公社予算につい

て、市長から報告を求めます。佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 皆さん、おはようございます。 

  令和２年第２回定例会の開会に当たりまして、

３月定例会及び臨時会以降、今定例会までの主

な市政の概況について御報告を申しあげます。 

  先ほど柏倉議長からもありましたが、６月は

寒河江市が一番活気づくさくらんぼの季節であ

ります。例年であれば全国から多くの皆様を寒

河江にお迎えして、寒河江の初夏を存分に楽し

んでいただきたい季節でございますが、今年は

新型コロナウイルス感染症への対策のために、
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４月中旬から５月に寒河江公園を中心に開催し

ている桜まつり、つつじまつりの開催自粛、さ

らに、６月に開催を予定していた各種イベント

が中止されるとともに、観光さくらんぼ園につ

いても開園が自粛されるなど、大変残念であり

ましたが、市民一丸となって感染症に立ち向か

う対策を講じているところでございます。 

  去る４月16日に緊急事態宣言が全国に拡大発

出されて以来、山形県におきましては、４月24

日に東北６県と新潟県が連携して緊急共同宣言

が発出され、県境をまたぐ移動の自粛など、感

染拡大を防ぐ対策を取ってきたところ、５月14

日には山形県を含む39県について緊急事態宣言

が解除され、その後、全都道府県で解除をされ

て、新型コロナウイルス感染症は一歩収束へと

向かい始めたのではないかと考えられておりま

す。この間、本市においては感染者が確認され

ておらず、外出自粛、休業要請等に御理解、御

協力をいただきました市民の皆さん、事業者の

方々には、改めて感謝申しあげる次第でありま

す。 

  また、市有施設の利用制限により御不便をお

かけしておりましたが、感染防止対策等の準備

が整った施設から、順次、利用ができるように

しているところでございます。 

  しかし、緊急事態宣言が解除されたことで、

気の緩みにより再度感染が広がる第２波も懸念

されているところから、新型コロナウイルス感

染症対策の基本的対処方針による人と人との距

離を確保するソーシャルディスタンスや、手洗

い、マスク着用を基本とする「新しい生活様

式」の定着を図るなど、次なる流行に備えてい

かなければなりません。 

  市民の皆様には、「新しい生活様式」を実践

することにより感染予防を心がけていただき、

可能な限り感染リスクを減らすことが重要であ

りますので、今後も御協力を賜りますようお願

い申しあげる次第でございます。 

  それでは、これまでの新型コロナウイルス感

染症関連の対策について御報告を申しあげたい

と思います。 

  まず、特別定額給付金事業の実施状況につい

て御報告を申しあげます。 

  特別定額給付金事業は、新型コロナウイルス

感染症緊急経済対策として１人につき10万円を

給付する国の事業でございます。本市の住民基

本台帳に記載されている方に対し、５月１日か

ら電子申請の受付を開始するとともに、５月７

日に各世帯宛てに申請書類を発送し、翌５月８

日から申請書の受付を開始したところでござい

ます。 

  本日までに、１万3,644世帯、３万9,697人分、

39億6,970万円の振込を完了しており、全体の

約97％の給付となっております。 

  今後も、速やかな給付に向け、迅速に手続を

進めてまいる所存であります。 

  次に、市が独自に実施しております感染症の

影響に係る経済対策について申しあげます。 

  イベントの中止や外出自粛などの影響を受け

ている飲食業、宿泊業、旅行業等の消費喚起を

目的とした「さがえげんき応援券」事業につき

ましては、６月１日時点で191事業所から参加

申込みがあり、当初の配付枚数を完売した事業

所に対する追加配付の分も含めて、発行枚数２

万5,000枚全ての配付を完了しております。 

  また、店舗等の経営継続を支援するための

「市緊急経営継続支援金事業」につきましては、

５月15日から対象業種の事業所への通知発送を

開始しており、６月１日時点で約340件の申請

を受理し、285件の事業所に対し合計で約１億

2,500万円の交付を決定しているところであり

ます。 

  また、感染症の拡大により販売単価及び販売

数量の大きな低下という影響を受けた農畜産物

への対応として、バラなどの花卉、加温さくら

んぼ、肉牛の畜産及び観光いちご園を営む農業
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者に対して、生産継続や再生産に必要な支援を

実施しております。現在、申請を受け付けてい

るところでございます。 

  また、来園者数の減少により、収穫等の労力

が不足すると見込まれる観光さくらんぼ園に対

して、労力確保に向けた取組と併せて、掛かり

増しが見込まれる費用に対して支援を行うこと

として、準備を今進めているところでございま

す。 

  次に、市内小中学校の対応について申しあげ

ます。 

  全校で３月初めから、５月24日まで臨時休校

を継続してまいりました。新年度に入ってから

は、中間登校日を設けながら分散登校の形態を

取り、その回数を段階的に増やし、５月25日か

ら全学校を再開し、通常どおりの登校となって

おります。 

  学校再開後は、マスクの着用、毎朝の検温、

小まめな手洗いと消毒に努めるとともに、教室

内では十分に間隔を取って机を配置し、給食は

献立や盛り付け方法の見直しなどを行うなどの

対策を取り教育活動を行っているところであり

ます。 

  また、新型コロナの影響で収入が大きく減少

した家庭を支援するため、就学支援の認定基準

を拡大し対応しているところでございます。 

  次に、感染症の予防対策について申しあげま

すと、まず、未就学児、小中学生、高齢者、妊

婦、障害者手帳をお持ちの方々へマスクを配付

いたしました。 

  さらに、新しい生活様式の周知を図り、新型

コロナウイルス感染症を克服すべく、知事と市

長との連名でチラシを全戸配布いたしたところ

であります。 

  今後も、機会を捉えて感染予防の情報を発信

し、啓発してまいります。 

  また、国の緊急事態宣言を受け、感染防止の

ため中止をしておりました健診や健康教室につ

いて、感染防止対策を十分に行いながら一部再

開しております。 

  健診などについては、中止の期間に受診でき

なかった方に対し再度日程を調整し、受診して

もらうこととし、健康教室については、外出自

粛等による運動不足や生活のリズムの乱れによ

る生活習慣病を予防することなどを重点的に実

施してまいります。 

  次に、景気・雇用情勢について申しあげます。 

  ５月26日に発表された日本銀行山形事務所の

山形県金融経済概況では、「山形県の景気は、

新型コロナウイルス感染症の影響などから悪化

している」とされております。 

  また、山形労働局発表の４月の県内有効求人

倍率は、原数値で1.14倍、ハローワークさがえ

管内においては0.78倍、寒河江市内に限ります

と0.97倍となっており、新型コロナウイルス感

染症の影響を受けて数字は急速に低下しており

ます。また、寒河江市内の正社員に係る有効求

人倍率は0.88倍であり、県平均の0.84倍とほぼ

同水準でありますが、全国平均の0.92倍を下回

る状況となっているところであります。 

  また、中央工業団地への企業誘致につきまし

ては、平成30年12月に分譲契約を締結したエ

ア・ウォーター株式会社などが出資する、産

業・医療用ガス製造会社の山形液酸株式会社が

６月１日に竣工し操業いたしました。 

  今後も、感染症の影響を注視しながら、引き

続き、企業誘致活動に積極的に取り組み、本市

の雇用の確保に努めてまいる所存であります。 

  最後に、今年のさくらんぼの作柄について申

しあげます。 

  今年の春、３月は気温の高い日が続き、発芽

が昨年より早かったことから、開花等の生育は

早く進むものと予想されましたが、４月におい

て、開花時期の前半に気温が低かったこと、ま

た雨が降ったことから、満開期が平年並みの時

期となり、生育も平年並みとなったところであ
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ります。 

  山形県さくらんぼ作柄調査委員会が５月29日

に発表した令和２年産さくらんぼ作柄調査結果

によると、予想収穫量は平年比94％となる１万

3,200トンで、作柄は「やや少ない」とされま

したが、これは不作であった前年に比べると

11％の増となっております。 

  一方、本市においては、去る５月19日に実施

された寒河江営農生活センター及び各支所単位

の作柄調査の結果によりますと、市内における

一花叢当たりの着果数は1.86であり、平年の

1.81を0.05ポイント、不作であった昨年の1.62

を0.24ポイント上回っております。 

  このようなことから、今年はおおむね平年並

みの収穫量と予想しており、前年比110.8％の

およそ1,471.3トンが見込まれております。 

  以上、主な市政の概況を申しあげましたが、

新型コロナウイルスの収束には相応の時間を必

要とすると思われます。市といたしましては、

関係機関との連携を密にし、正確かつ迅速な情

報発信に努め、市民の皆さんの健康と安全を第

一に考え、感染拡大の防止と社会経済活動の早

期回復に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

  今後とも議員各位の御理解と御協力を賜りな

がら市政運営に努めてまいりますので、よろし

くお願い申しあげる次第であります。 

  次に、令和３年度国県に対する重要事業の要

望事項について御報告を申しあげます。 

  国県に対する重要事業の要望事項につきまし

ては、全体で45件でございますが、内容につき

ましては、去る５月22日の議会全員協議会で御

協議をいただき取りまとめたところでございま

す。詳細につきましては、議会全員協議会で御

説明を申しあげておりますので、それにより御

報告に代えさせていただきたいと存じます。 

  次に、令和元年度寒河江市土地開発公社決算

及び令和２年度寒河江市土地開発公社事業計画

について御報告を申しあげます。 

  初めに、令和元年度事業報告並びに決算であ

りますが、委託事業においては、寒河江市から

の委託を受けて、みなみ保育所建設整備用地、

なか保育所駐車場等整備用地の取得・造成・処

分を行ったほか、平成30年度に取得した史跡慈

恩寺旧境内ガイダンス施設整備用地の造成・処

分を行い、またチェリークア・パーク整備用地

の最終となる11年目分を処分いたしました。 

  また、自主事業においては、寒河江中央工業

団地第４次用地造成事業地内の法定外公共物の

取得を行い、拡張用地造成事業地内で１か所、

第４次用地造成事業地内で１か所の造成を行い、

拡張用地造成事業地内で１区画、第４次用地造

成事業地内で１区画の処分等を行いました。 

  この結果、決算は収益合計で３億2,992万713

円に対し、費用合計３億39万1,118円となり、

最終損益は2,952万9,595円の当期純利益と相な

りました。 

  次に、令和２年度の事業計画及び予算につい

て御報告を申しあげます。 

  委託事業においては、寒河江市からの委託を

受けて市民浴場移転用地の取得・管理及び処分

を予定しております。また、自主事業において

は公社保有地の造成・処分を予定し、特に寒河

江中央工業団地については、企業の立地動向を

見極めながら分譲を推進してまいります。 

  これに伴う収益的支出予算として19億5,098

万円、また資本的支出予算として29億3,306万

3,000円を計上したものでございます。 

  なお、詳細につきましてはお手元の別冊資料

のとおりでございます。 

  以上、地方自治法第243条の３第２項の規定

により御報告を申しあげるものでございます。 

  以上でございます。 

 

質     疑 
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○柏倉信一議長 日程第５、行政報告についての

質疑でありますが、後日行われます一般質問の

通告内容等と重複しないよう、議員において配

慮されますようお願いいたします。 

  ただいまの行政報告中、（１）市政の概況に

ついて質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、（２）令和３年度国県に対する重要事

業の要望事項について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、（３）令和元年度寒河江市土地開発公

社決算及び令和２年度寒河江市土地開発公社予

算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第６、議第37号寒河江市農

業委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

  この際、木村三紀農業委員会会長の退席を求

めます。 

   〔木村三紀農業委員会会長 退席〕 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第７、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第37号寒河江市農業委員会委

員の任命についてを御説明申しあげます。 

  寒河江市農業委員会委員の任期が本年７月19

日をもって満了となりますので、農業委員会等

に関する法律第８条の規定により、委員の任命

ついて議会の同意を求めようとするものでござ

います。 

  御同意くださいますようよろしくお願いを申

しあげます。 

  以上であります。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第８、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第37号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第９、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第37号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第37号寒河江市農業委員会委員の

任命についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第37号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第37号については、これに同意す

ることに決しました。 
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  ここで、木村三紀農業委員会会長の着席を求

めます。 

   〔木村三紀農業委員会会長 着席〕 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第10、議第38号寒河江市固

定資産評価審査委員会委員の選任についてを議

題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第11、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第38号寒河江市固定資産評価

審査委員会委員の選任についてを御説明申しあ

げます。 

  固定資産評価審査委員会委員のうち、髙橋雅

幸委員が本年６月11日をもって任期満了となり

ますので、引き続き同氏を委員に選任いたした

く、地方税法第423条第３項の規定により御提

案するものでございます。 

  御同意くださいますようよろしくお願いを申

しあげます。 

  以上であります。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第12、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第38号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第38号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第38号寒河江市固定資産評価審査

委員会委員の選任についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第38号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第38号については、これに同意す

ることに決しました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第14、議第39号令和２年度

寒河江市一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第15、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第39号令和２年度寒河江市一
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般会計補正予算（第６号）について御説明を申

しあげます。 

  このたびの補正予算は、新型コロナウイルス

感染症による経済への影響に対応するため、地

域経済緊急対策事業費等の追加などを行うもの

でございます。 

  その結果、歳入歳出それぞれ３億2,935万

4,000円を追加し、予算総額を264億8,597万

7,000円とするものでございます。 

  なお、詳細につきましては担当課長から御説

明を申しあげますので、よろしく御審議の上、

御可決くださいますようお願い申しあげる次第

であります。 

  以上であります。 

○柏倉信一議長 大沼財政課長。 

   〔大沼利子財政課長 登壇〕 

○大沼利子財政課長 それでは、私から、令和２

年度寒河江市一般会計補正予算（第６号）につ

いて御説明を申しあげます。 

  初めに、歳入について御説明をいたしますの

で、４ページの事項別明細書を御覧ください。 

  15款国庫支出金ですが、２項国庫補助金２目

民生費国庫補助金は、放課後児童クラブ、病

児・病後児保育施設、保育所等のコロナウイル

ス感染症防止対策に係る国からの補助金を計上

するものです。 

  19款繰入金１項基金繰入金９目財政調整基金

繰入金は、コロナウイルス感染症対策に係る事

業の財源として財政調整基金から繰り入れるも

のです。 

  21款諸収入３項貸付金元利収入２目商工費貸

付金元利収入は、年度末に金融機関より返還と

なる市中小企業振興資金の融資枠上乗せ分を追

加するものです。 

  ６項雑入４目雑入は、学校の臨時休校に伴い

発生した給食食材のキャンセル料に係る国から

の補助金を計上するものです。これは学校給食

会を通し交付されるため、国庫補助金ではなく、

雑入へ計上しております。 

  歳入は以上となります。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○柏倉信一議長 小林子育て推進課長。 

   〔小林博之子育て推進課長 登壇〕 

○小林博之子育て推進課長 私からは、事項別明

細書の歳出について御説明申しあげます。 

  ５ページを御覧ください。 

  ３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務

費につきましては、施設内における感染拡大防

止の徹底を図り、児童及び職員の安全を確保す

るため、放課後児童クラブや病児・病後児保育

事業等を実施する施設等に対し、新型コロナウ

イルス感染防止用の衛生管理用品や備品等の購

入に要する費用について１か所当たり50万円を

上限に補助するもので、放課後児童対策事業に

850万円、子ども・子育て支援事業に200万円を

それぞれ追加するものでございます。 

  次に、３目児童福祉施設費については、施設

内における感染拡大防止の徹底を図り、児童及

び職員の安全を確保するため、市立保育所にお

ける新型コロナウイルス感染防止用の衛生管理

用品や備品等の購入に要する費用を追加するほ

か、民間立保育施設等における感染防止用品等

の購入費用について１か所当たり50万円を上限

に補助するのが主なものでございます。 

  また、寒河江市産のさくらんぼに関する食育

と消費拡大に資するため、市内の保育所や幼稚

園、保育施設等の給食に紅秀峰を提供すること

も含め、保育所運営事業に364万1,000円、子ど

も・子育て支援給付事業に510万4,000円をそれ

ぞれ追加するものでございます。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 後藤商工推進課長。 

   〔後藤芳和商工推進課長 登壇〕 

○後藤芳和商工推進課長 私からは、第７款商工

費について御説明いたします。 

  予算書の６ページを御覧ください。 
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  １項商工費２目商工振興費は、新型コロナウ

イルスの影響を受けている事業所の方々を支援

するため、３億105万円を追加するものです。 

  内訳について御説明いたします。 

  地域経済緊急対策事業、18節負担金、補助及

び交付金は、売上げが大幅に減少している市内

の製造業、自動車運送業、倉庫業の３業種に市

緊急経営継続支援金を支給するため、２億

5,000万円追加するものです。 

  商工業資金融資円滑化事業、20節貸付金は、

市中小企業振興資金の融資枠の上乗せ分として

5,000万円、21節補償、補塡及び賠償金は、そ

の利子補塡分として105万円を追加するもので

す。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 佐藤学校教育課長。 

   〔佐藤 肇学校教育課長 登壇〕 

○佐藤 肇学校教育課長 第10款第２項及び第３

項、小中学校の学校給食事業について御説明申

しあげます。 

  消耗品費につきましては、給食時に感染予防

対策として盛り付けの回数を減らすなど工夫し

たコンパクト給食実施及び消毒用消耗品の購入

として、小学校費87万5,000円、中学校費48万

4,000円を計上するものです。賄材料費につき

ましては、地元食材のおいしさを小中学校の児

童生徒に知ってもらうことと、新型コロナウイ

ルス感染症対策で落ち込んでいる市内の経済活

性化を図るために、寒河江産さくらんぼと牛肉

の給食提供として、小学校費375万円、中学校

費225万円を計上するものです。 

  また、学校の臨時休校による給食食材のキャ

ンセル料として業者へ補塡する経費として、小

学校費110万円、中学校費60万円を計上するも

のです。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第16、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第39号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第17、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第39号について質疑はありませんか。國井

議員。 

○國井輝明議員 １点質問をさせていただきたい

と思います。 

  まずは、質問に入る前に、このたびの新型コ

ロナウイルス感染症対策について、経済対策に

ついてでありますけれども、寒河江市の対応は

非常に早いと、そして支援が手厚いというよう

なことで、そういった声を伺っているところで

あります。 

  そして、私に寄せられている要望、いろんな

御意見等々も聞いたことにつきましても、これ

までの支援対策ということで、大方支援の対策

に入っているということで、大変うれしく思っ

ているところであります。 

  そこで、私のさせていただきたい質問という

ものは、今回、第６号について項目が上がって

いないところでございます。 

  というのは、１つ具体的な例を挙げさせて質

問をさせていただきますと、具体的な名前は伏

せさせていただきますが、その方は寒河江市内
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で仕事をされている柔道整復師の方であります。

いわゆる医療行為に準じた仕事をされていると

いう方でありますけれども、４月、５月に自粛

しているところでですが、そのときに大変な、

患者さんが非常に少なかったということであり

ます。 

  そういった声もありましたので、私も大変少

ない件数ではありますが独自に電話調査という

ものをさせていただきました。そういったとこ

ろでは、身近な人といいますか、ある程度知り

合いといいますか、知っているところにしか連

絡できなかったもので件数的には５件ほどだっ

たんですが、その件数の中で収入の減少という

もので、２件が50％以上減少している、２件が

50％近く減少している、そしてもう１件が全く

と言っていいほどまず影響はなかったという回

答でありました。 

  影響がなかったことはよいことでありますが、

まずは医療関係、また医療関係に準じた方々へ

の今後の対策、対応などはお考えはないのか、

その点お尋ねをさせていただきたいと思います。 

○柏倉信一議長 鈴木健康福祉課長。 

○鈴木 隆健康福祉課長 私のほうからお答えい

たします。 

  柔道整復師の支援につきましては、ほかの医

療関係機関も含めまして支援を現在検討してい

るところでありますけれども、国の第２次補正

予算の中に新型コロナウイルス感染対策に関す

る医療機関等に対する支援対策もあるようでご

ざいますので、その詳細の動向を踏まえながら、

市としても何らかの対応を検討していきたいと

いうふうに現在考えているところでございます。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 答弁ありがとうございます。大

変うれしい答弁をいただいたなと思っておりま

す。 

  ちょっと先ほど質問では触れませんでしたが、

柔道整復師の方、接骨院というところは、ちょ

っと言い方は分かりませんが、患者さんの数と

いうのが、４月、５月、６月だったか５月、６

月、７月が大変多いということなんだそうです。

そういったこともありますけれども、あとは中

学校の中体連、高校総体、甲子園の中止といっ

たことがありまして、これからやはり、けがは

ないことはいいことなんですが、そういった患

者も見込めないという状況でありますので、そ

ういったこともいろいろと検討していただきな

がら支援というものを考えていただければと思

います。 

  そういったことを申しあげて質問を終わりま

す。ありがとうございました。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第39号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第６号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第39号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第18、報告第１号令和元年

度寒河江市一般会計繰越明許費繰越計算書の報

告について及び日程第19、報告第２号令和元年

度寒河江市公共下水道事業特別会計繰越明許費

繰越計算書の報告についての２案件を一括議題

といたします。 

  市長から報告を求めます。佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 



 - 40 - 

○佐藤洋樹市長 初めに、令和２年度補正予算で

繰越明許の手続を取りました報告第１号令和元

年度寒河江市一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告について及び報告第２号令和元年度寒河江

市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算

書の報告についての２案件を一括して御説明を

申しあげます。 

  報告第１号は、国の地方創生拠点整備交付金

を活用して実施する史跡慈恩寺旧境内整備事業

費や柴橋平塩線整備事業費など４億6,136万

3,390円でございます。 

  また、報告第２号は、浄化センター建設事業

費9,000万円でございます。これを令和２年度

に繰越ししたもので、地方自治法施行令第146

条第２項の規定により御報告申しあげるもので

ございます。 

  以上であります。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第20、これより質疑に入り

ます。 

  初めに、報告第１号令和元年度寒河江市一般

会計繰越明許費繰越計算書の報告について、質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、報告第２号令和元年度寒河江市公共下

水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告

について、質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第21、議第40号令和２年度

寒河江市一般会計補正予算（第７号）から日程

第31、議第50号市道路線の認定についてまでの

11案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第32、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 初めに、議第40号令和２年度寒

河江市一般会計補正予算（第７号）について御

説明を申しあげます。 

  このたびの補正予算は、ふるさと納税の増加

に伴う基金積立金及び返礼品等経費の追加など

を行うものでございます。 

  その結果、歳入歳出それぞれ10億5,077万

3,000円を追加し、予算総額を275億3,675万円

とするものでございます。 

  次に、議第41号寒河江市史跡慈恩寺旧境内総

合交流施設の設置及び管理に関する条例の制定

についてを御説明申しあげます。 

  史跡慈恩寺旧境内総合交流施設を新たに設置

し、史跡慈恩寺旧境内への理解を深めるととも

に、地域資源を生かした地区内外の交流を推進

し、もって地域の活性化を図るため、本条例を

制定しようとするものでございます。 

  次に、議第42号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを御説

明申しあげます。 

  医師の非常勤職員報酬日額の改定に伴い、所

要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第43号アイジー地域産業未来応援基

金条例の制定についてを御説明申しあげます。 

  アイジー工業株式会社からの寄附金を原資に

して、地域全体のものづくりへの意欲向上及び

豊かな創造性の醸成等を図る産業教育と人づく

り関連事業を実施するため、本条例を制定しよ

うするものでございます。 

  次に、議第44号寒河江市市税条例の一部改正

についてを御説明申しあげます。 
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  地方税法の一部改正に伴い、固定資産の現所

有者の申告制度等の導入並びに新型コロナウイ

ルス感染症対策のため、所要の改正をしようと

するものでございます。 

  次に、議第45号寒河江市都市計画税条例の一

部改正についてを御説明申しあげます。 

  地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴

い、所要の改正をしようとするものでございま

す。 

  次に、議第46号寒河江市後期高齢者医療に関

する条例の一部改正についてを御説明申しあげ

ます。 

  山形県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医

療に関する条例の一部改正に伴い、本市におい

て行う事務を追加するため、所要の改正をしよ

うとするものでございます。 

  次に、議第47号寒河江市国民健康保険条例の

一部改正についてを御説明申しあげます。 

  新型コロナウイルス感染症に感染した被保険

者等に対して傷病手当金を支給するなどのため、

所要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第48号寒河江市国民健康保険税条例

の一部改正についてを御説明申しあげます。 

  新型コロナウイルス感染症の影響により収入

が著しく減少した被保険者等に関する国民健康

保険税の減免申請書の提出期限の特例に関する

規定を整備するため、所要の改正をしようとす

るものでございます。 

  次に、議第49号寒河江市介護保険条例の一部

改正についてを御説明申しあげます。 

  介護保険法施行令及び関係政省令の一部改正

並びに新型コロナウイルス感染症の影響により

収入が著しく減少した被保険者等に関する保険

料の減免申請書の提出期限の特例に関する規定

整備に伴い、所要の改正をしようとするもので

ございます。 

  次に、議第50号市道路線の認定についてを御

説明申しあげます。 

  円滑な道路交通の確保と住民生活の向上に資

するため、１路線を認定しようとするものでご

ざいます。 

  以上11案件について御提案申しあげましたが、

よろしく御審議の上、御可決くださいますよう

お願い申しあげる次第であります。 

  以上であります。 

 

   散    会    午前１０時２７分 

 

○柏倉信一議長 本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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  １３番  國  井  輝  明  議員    １４番  荒  木  春  吉  議員 

  １５番  木  村  寿 太 郎  議員    １６番  阿  部     清  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  武 田 伸 一  企画創成課長 

大 沼 利 子  財 政 課 長  武 田 新 二  
防災危機管理 
課 長 

門 口 隆 太  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 後 藤 芳 和  商工推進課長 

猪 倉 秀 行  
さくらんぼ観光 
課 長  鈴 木   隆  健康福祉課長 

小 林 博 之  子育て推進課長  佐 藤   肇  学校教育課長 

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 

 



 - 44 - 

   議事日程第２号       第２回定例会 

   令和２年６月１２日（金）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○柏倉信一議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、要領よくかつ有効に進行されますよ

うお願いいたします。 

  この際、執行部におきましても、質問者の意

をよく捉えられ、簡潔にして適切に答弁される

よう要望いたします。 

 

 一般質問通告書   

 令和２年６月１２日（金）                        （第２回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ さくらんぼシーズ

ンの経済対策につ

いて 

（１）さくらんぼの時期の経済効果につ

いて 

（２）今年度のさくらんぼ販売戦略につ

いて 

（３）本市の経済の方向性について 

１０番 

佐 藤 耕 治 

市 長 

 

 

 

 

２ 

 

３ 

 

 

新たな危機管理体

制について 

教育行政について 

 

 

（１）本市の避難体制について 

（２）感染防止対策について 

（１）新型コロナウイルス感染による長

期的学校閉鎖について 

（２）授業の遅れについて 

９番 

古 沢 清 志 

 

市 長 

 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

（３）学校行事の開催について 

（４）ＩＣＴ教育の進め方について 

 

 

４ 

 

感染症拡大防止対

策で混乱と混迷が

続き、深刻な影響

を受けている地域

経済の再生、市民

生活の再建に向け

たさらなる緊急対

策について 

（１）観光さくらんぼ狩り自粛や相次ぐ

さくらんぼの祭典等イベント中止に

よる莫大な影響と農業、商工業への

さらなる対応について 

（２）ホテル・旅館・バス・タクシー・

観光旅行業者・観光施設等観光業へ

の緊急支援について 

（３）修学旅行や中体連全国大会等の延

期・中止への温かい対応について 

８番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

教 育 長 

５ 新型コロナウイル

ス禍の多様な避難

に対しての対応に

ついて 

（１）災害時の備蓄品のローリングスト

ックの考え方について 

（２）乳児のいる家庭の避難について 

（３）高齢の一人暮らしの方や要支援者

の避難について 

２番 

太 田 陽 子 

市 長 

 

 

佐藤耕治議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号１番について、10番佐

藤耕治議員。 

○佐藤耕治議員 おはようございます。 

  寒政・公明クラブの佐藤耕治です。６月議会

トップバッターということで、よろしくお願い

いたします。 

  新型コロナウイルス感染症に遭われた方々に

お見舞いを申しあげますとともに、一日も早い

回復をお祈りいたします。また、感染で亡くな

られた方々に、衷心より御冥福をお祈り申しあ

げます。 

  ６月は、本市で一番にぎわいと経済効果があ

るさくらんぼのシーズンが訪れました。しかし、

今年は新型コロナウイルス感染症防止のため、

さくらんぼの開園式やさくらんぼ関係の全ての

イベントが中止となり、これまでにない静かな

シーズンであります。 

  これまで、新型コロナウイルス感染症防止対

策に市民への特別定額給付金や市単独関連予算

９億2,000万円を実施されました。市長をはじ

め、執行部全ての皆さんの御尽力に対して心よ

り感謝申しあげます。 

  また、今年度に御入学、卒業式に当たっては、

子供たちには、大勢の皆さんから祝福を浴びる

ことができなかったことは悲しい限りです。未

来ある子供たちに、教育長をはじめ教職員、関

係各位に、今後とも優しい御指導をよろしくお

願いいたします。また、子供たちに各地域の皆

さんのお力でたくさんの思い出をつくってあげ

たいものです。 

  早速、一般質問をさせていただきます。 

  通告番号１、さくらんぼシーズンの経済対策

について。 

  （１）さくらんぼの時期の経済効果について

お尋ねいたします。 
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  山形県観光者数調査によると、６月の山形県

への観光客数は約470万人となっております。

しかしながら、今年は新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、６月のさくらんぼに関するイ

ベントの中止や観光果樹園のさくらんぼ狩りの

自粛により、さくらんぼシーズンにおける観光

客の大幅な減少が予想されます。 

  そこで、お伺いをいたします。本市のさくら

んぼシーズンにおける過去３年間の観光客数に

ついて、どのように推移しているのか、お伺い

いたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  佐藤議員から、さくらんぼシーズンの経済対

策についてお尋ねでありますので、早速お答え

をしたいと思います。 

  寒河江市のさくらんぼシーズンにおける観光

客数、過去３か年分、６月の状況についてお答

えを申しあげたいと思います。平成29年度が約

74万人、平成30年度が約72万人ということであ

ります。昨年、令和元年度については、さくら

んぼの作柄や、また週末の天候などの影響もあ

って約63万人となってございます。これはもち

ろん、観光さくらんぼ園の来場者数だけでなく

て、様々なイベントに訪れた方、あるいは慈恩

寺など観光地を訪れた方の延べ人数となってお

ります。 

  寒河江市には、年間約380万人の観光客が訪

れている状況でありますから、その約16％から

19％をこの６月の観光客数が占めているという

ことでございます。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁をいただきました。本当に、

これから大勢にぎわいたいものでありますけれ

ども、先ほど私が言ったように、本当に大変な

ことであります。 

  本市の基幹産業は農業であり、中でもさくら

んぼは農業に限らず、宿泊業、運送業、飲食業

ほか裾野が広く、経済波及の高い作物でもあり

ます。観光客の大幅な減少が見込まれ、本市の

経済への打撃は大きいものになるかと思います。 

  （２）今年度のさくらんぼ販売の戦略につい

てお尋ねしたいと思います。 

  今年の温室ハウスさくらんぼの価格は、コロ

ナウイルス関連により、首都圏の百貨店や果実

専門店の高級果実への消費の冷え込みにより２

割程度安く販売されました。 

  観光果樹園のさくらんぼ狩りが自粛により、

市場関係者からは、観光を予定していた園地か

らも収穫量が市場流通へと出荷の増加が期待さ

れると聞いております。農家の販売は、全て顧

客や契約販売で売り切る方々はごくごく少数で

あります。 

  今年の作況は「やや少ない」と発表され、ば

らつきのあるものの、一定量は確保されている

と予想され、本市においても平年並みの収穫量

が予想されております。 

  しかし、観光が減少し、その分、市場への出

荷量が増加し、景気が低迷していることから低

価格で推移するのではないかと危惧されており

ます。このことについて市長の御所見をお伺い

いたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 さくらんぼの販売戦略というこ

とでお尋ねがありましたが、御案内のとおり、

さくらんぼの作柄状況、県全体としては「やや

少ない」ということでありますが、寒河江西村

山農協の調査では平年並みという結果でありま

すので、我々としては、生産量は問題なく確保

されると考えているところでございます。 

  議員からもありましたとおり、新型コロナウ

イルス感染症の影響による観光客の減少が見込

まれているわけでありますので、これまでであ

ればもぎ取りされていた分、それからお土産品

として直売された分が市場流通に回っていくと

いうことが想定されているわけでありますが、



 - 47 - 

議員御指摘のとおり、大消費地である首都圏の

経済もコロナの影響で低迷をしている。特に、

贈答品などの高価格帯を扱う百貨店、それから

果実専門店の営業自粛、それから販売不振とい

うことがあって、４月から５月までのハウス物

さくらんぼでは、先ほどありましたが、販売単

価の面で大きな影響を受けている状況でありま

すが、一方で、スーパーあるいは量販店などの

販売は堅調であるというふうにも聞いておりま

す。 

  そういった状況の中で、寒河江西村山農協の

ほうでは、５月22日に開催した令和２年産さく

らんぼ集出荷拡大推進大会の販売基本方針の中

で、先ほど言いましたけれども、量販店への販

売強化、それから簡素化・省力化規格品の展開、

さらには消費者需要を意識した量り売りや少量

パッケージ販売といった方針が示されておりま

す。 

  また、４月７日にリニューアルしたオンライ

ンショップにおいても、５月22日までに予約し

た方を対象にした早割企画などを行って販売先

の確保を行っているところでございます。 

  今回の新型コロナについては、経験がない非

常事態でありますので、さくらんぼ農家の皆さ

んも今収穫作業などで大変忙しい状況でありま

すけれども、これまでお付き合いのある方も含

めて連絡を取ったり、ダイレクトメールを送付

したりしながら、売り先の確保についてそれぞ

れ一生懸命取り組んでいただいているというふ

うにも聞いているところであります。 

  市としては、今回開園自粛を決めた観光さく

らんぼ園について、その収穫、出荷を行うため

の労働力確保に向けた支援を行っているわけで

ありますけれども、これも引き続き行いながら、

これまでさくらんぼをあまり買うことがなかっ

た新たな消費者の掘り起こしでありますとか、

新たな販売チャネルの紹介など、さくらんぼの

需要と供給のバランスを保ちながら、値崩れし

ないように取組を進めていきたいと思います。 

  いずれにいたしましても、生産者の皆さん、

農協、それから行政、一体となってこの難局に

立ち向かっていきたい、乗り越えていきたいと

考えているところでございます。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁をいただきました。本当に、

販売戦略は大変難しい現実でもあります。しか

し、商いは商いで前向きに捉えて物事を進んで

いかなければ、本当にスピード感のある行政、

そして社会経済的なものは大変難しい状況でも

ありながら、これからも私も頑張りたいと思っ

ているところでございます。 

  これまで本市では、トップセールスとともに、

ＳＮＳを活用した情報・動画発信やネット販売

も展開されており、これにふるさと納税も含ま

れていると思いますので、市長の御所見をお伺

いいたしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今回のコロナの問題が生じて以

来、３密を避けるということが言われ、様々な

企業とか事業所などにおいては、通勤を自粛す

る、さらには人との接触を極力避けるというこ

とを求められて在宅でのテレワークなどが推進

されて、家にいる時間、滞在時間が増加してい

るということが見られてきているわけでありま

す。そうした中で、インターネット、特にＳＮ

Ｓによる情報発信については、大変効果的な手

段になっているというふうにも思っております。 

  寒河江市におきましては、このＳＮＳによる

さくらんぼの消費拡大に向けた取組として、観

光キャンペーン推進協議会と連携をして、ツイ

ッターを活用したさくらんぼのキャンペーンを

５月19日から実施をいたしました。この取組は、

市の農林課の公式アカウントをフォローした上

でハッシュタグをつけて投稿した300名の方に

対して佐藤錦400グラムをプレゼントするとい

うものでありましたが、キャンペーンの締切り
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であった５月31日現在では495名の方からフォ

ローをいただいております。 

  その後に、また第２弾としてキャンペーンを

行っているわけでありますが、今度はプレゼン

トしたさくらんぼをうまそうに紹介する動画を

つけて投稿していただくということでしており

ます。そうした方から抽せんで100名の方に化

粧入の紅秀峰500グラムをプレゼントするとい

うことにしているところであります。 

  こうした取組によって、キャンペーンに参加

した方はもちろんでありますが、そのフォロ

ワーも含めると数万人単位、延べで言いますと

７万4,000人に本市産さくらんぼを情報発信す

ることができたと考えているところであります。 

  このキャンペーンを通してさくらんぼの魅力

を多くの方に伝えることで、寒河江市のファン

になっていただけるものと思っております。 

  また、外出が控えられたことから、インター

ネットを介した通信販売が堅調に推移している

わけであります。議員御指摘のとおり、この流

れを受けて、本市のふるさと納税の寄附につい

ても全体としても昨年より、今の段階で、今の

同時期と比べますと増加している状況にありま

す。 

  そうした中で、従来はさくらんぼ狩りで消費

されていたさくらんぼをコロナ対策支援に係る

ふるさと納税返礼品として取り扱わせていただ

いているわけでありますけれども、これについ

ても大変支持を受けているというふうになって

ございます。 

  今後も、新しい生活様式による活動が求めら

れていくわけでありますので、このインターネ

ット販売の増加というものはますます増えてく

るのではないかなと思います。 

  市といたしましても、インターネットを活用

した情報発信、販売など、チャネルの多角化に

一層力を注いでいかなければならないと考えて

いるところでございます。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 市長からは、ただいま、キャン

ペーンで７万4,000人の情報発信ができたとい

うことで、今まだ佐藤錦は序盤でございますけ

れども、これから最盛期を迎えて、７月の紅秀

峰もなおかつこれから二度、三度とキャンペー

ンの展開を推し進めていただきたいと思ってい

るところでございます。 

  （３）本市の経済の方向性についてお伺いし

たいと思います。 

  新型コロナウイルスにより、全国、世界的に

危機的なことであります。各地の自治体も同じ

スタートラインに立たされております。今、時

代は大きく変わるときではないでしょうか。 

  新型コロナウイルスは中長期戦になるとも言

われており、経済と感染症対策の両立したまち

づくりやイベント企画が必要ではないかと私は

考えますが、市長の御所見をお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新型コロナウイルス感染症につ

いては、日本におきましては１月15日に初めて

感染者が確認をされたわけであります。そして

２月１日に、感染症法に基づく指定感染症第２

類に指定をされているわけであります。 

  寒河江市におきましては、２月６日に新型コ

ロナウイルス感染症連絡会議を開催をして、そ

の後の経過については議会のほうにも逐一御報

告をさせていただいております。そういったこ

とからすると、５か月目に入っているところで

ございます。 

  今定例会冒頭にも御報告申しあげましたが、

感染予防対策、それから緊急経済対策などにつ

いて様々御提案申しあげ、また議会の皆様より

御理解をいただいて、これまで実施をしてまい

りました。 

  さらに、今定例会の冒頭で、第３弾として緊

急経済支援対策ということで３億3,000万円の

補正予算も満場一致で御可決をいただいて、今
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その対策に基づいて、新しい生活様式の下に、

市民、それから各事業所、そして行政、議会も

もちろんでありますが、一体となって取組を進

めていかなければならないという状況にあろう

かと思います。 

  我々は、「市民の命と暮らしを守るのが行政

の使命だ」ということをよく言うわけでありま

すが、今回のこの新型コロナの問題に際して、

感染の抑制・防止と経済活動の両立というのが、

まさに命と暮らしを守る我々の使命として収れ

んされている、我々の市政を問われているとい

うふうに改めて感じているところであります。

極めて重大かつ難しい課題ではありますけれど

も、これを克服していかなければならないとい

うことを今強く認識しているところであります。 

  御案内のとおり、徐々に収束に向かっている

のではないかと思っておりますので、穏やかな

市民生活を取り戻すべく、徐々にまたにぎやか

なまちづくりを進めていく、そういう取組を進

めていかなければならないと感じているところ

であります。 

  そして、議員御指摘のとおり、今後のまちづ

くり、それからイベント企画などについても、

やはり今回のコロナの経験、まだ終わっている

わけではありませんが、経験を生かしながら進

めていくということを考えますと、今までと同

じようにまちづくりを進める、あるいはイベン

ト企画をしていくということはなかなかできな

いのではないか、極端に言えばすべきではない

のではないかというふうにも思っているところ

であります。 

  この新しいスタイルというものを、生活面の

一部だけではなくて市民の生活万般にわたって、

さらには様々な社会活動全体にわたって取り組

んでいく、そういうものではないのかと思いま

すし、ひいては我々行政運営全般においても、

そうした考え方を前提にしていろんな施策を展

開していく必要があると思います。 

  今、寒河江市では、第６次振興計画の前期行

動計画の最終年に今年はなっているわけであり

まして、同時に来年度からの後期行動計画を策

定する、そういう重要な年になっているわけで

ありますので、そうした観点を踏まえて、今後

の後期行動計画の策定に資していかなければな

らないと思います。 

  いずれにしても、多くの市民の皆様、それか

ら今回の関連のあった事業者の皆様から様々な

御意見を聞いて、あるいは国県の動向などを注

視しながら、感染防止あるいは経済対策をはじ

めとする様々な施策の必要性について、今後大

いに議論をして考えていきたいと思っておりま

す。 

  いずれにしても、感染症の対策、御指摘のと

おり長期戦になると思っておりますので、しっ

かりと先を見据えつつ、経済の回復を願い、新

しい生活様式というものが令和の時代の生活様

式として市民の中に定着していけるように、市

としても大いに努力してまいりたいと考えてお

ります。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁をいただきました。本当に

私も、この経済の方向性については大変心配を

しております。しかし、方向性ということから

すれば、まず、ただいま市長が言われたように、

命、暮らしを守る。私たち政治家は、生命と財

産を守らなくてはなりません。 

  先日、商工会の幹部の皆さんとお話しする機

会がありまして、事業者等では今、廃業される

方はいないということも聞いたので、大変うれ

しく思っておりました。 

  これからの行動計画ということも市長からお

話しありましたけれども、様々な観点から考え

てみましても本当に難しい問題ではありますけ

れども、感染症については、議場にいらっしゃ

る皆さん全ての方がマスクを着用し、そして

シールドもして、そして今私が行動しているの
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は、手に持っておりますけれども、市役所も医

療機関も全て非接触型の機械を使用しておりま

す。そして、株式会社等でも、そしてこれから

は会議等でも非接触型の体温計を日常の生活の

中で使えるような、３つの密に入らないような

施策と同時に対応をしながら、これから新しい

時代に向けて、９月、12月、３月議会あります

けれども、様々勉強をして、それで新しい提案

をできるように議員一丸となって進むべきでは

ないかと私は考えるところでございます。 

  農業関係におきましても、さくらんぼ狩りが

来年もできるように、３つの密を守りながらマ

ニュアル化をすればよいかと思っております。 

  最後に、足腰の強い農家を目指し、今年こそ

農業の収入保険制度の加入促進を願って、私の

一般質問を終わらせていただきます。ありがと

うございました。 

 

古沢清志議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号２番、３番について、

９番古沢清志議員。 

○古沢清志議員 おはようございます。 

  新型コロナウイルス禍の中で、本市におきま

しては１人も感染者を出しておらず、市長はじ

め市職員皆様の懸命な防止対策に感謝申しあげ

ますとともに、寒河江市民の節度ある行動によ

りまして感染が起きていないと確信いたします。 

  それでは、質問させていただきます。 

  通告番号２番の新たな危機管理体制について

お伺いいたします。 

  新型コロナウイルスの脅威が続く中、懸念さ

れるのが自然災害の発生です。昨年は台風、そ

して水害に見舞われ、いまだに避難所生活をさ

れている方がおられる中で、今年も梅雨の時期

が参りました。本市におきましても、昨年は避

難勧告が出されるほどの災害になりました。ま

た、今年は各地で地震も相次ぎ、自然災害に対

する備えも確保しなければならないと痛感させ

られる昨今です。 

  多くの住民が身を寄せる避難所には、集団感

染の危険が潜みます。九州地方には５月の雨量

としては過去最高の記録を出すほどの雨が降っ

たそうですが、熊本県美里町では全町民約

9,800人に避難情報を出し、避難所を４か所開

設しましたが、訪れた人はいなかったようです。

密閉・密集・密接の３密になりやすい避難所で

は、感染症の発生率が高まるなど危険性を感じ

たのかもしれません。 

  過去にも、東日本大震災や熊本地震の避難所

でもインフルエンザやノロウイルスの集団感染

が起きています。行政としても、避難させるの

か、自宅にとどめるのか、知人・親戚に身を寄

せるのか、難しい判断を強いられるかと思いま

す。本市の避難体制について、どういうふうに

お考えなのか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 古沢議員から新たな危機管理体

制について御質問をいただいておりますが、東

京では昨晩、アラートが解除されたということ

にはなっているわけでありますけれども、この

新型コロナウイルスの収束というのは、明確に

はまだ見通せない状況であるわけであります。 

  そして、山形も梅雨に入ったというようなこ

とで、これからの季節には、感染症、それから

自然災害の同時に見舞われるという複合災害の

危険性が高まっているわけでありますので、御

指摘のとおり、これまでの避難方法を変えて対

応していく必要があろうかと思っております。 

  寒河江市におきましては、国県からの災害対

策の基本的な方針を示した避難所運営ガイドラ

イン、それから避難所における新型コロナウイ

ルス感染症対策ガイドラインというのがありま

すが、これに基づいて可能な限り多くの避難所

の開設や新たな避難所の確保により過密状態を

回避すること、さらには衛生管理の確保、そし
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て避難者の健康状態の把握など、避難体制を一

層充実して対応していきたいと考えております。 

  そして、市から発せられる避難情報によって、

市民の皆さんには自分の命は自分自身で守って

いくという気持ちを強く持っていただいて、新

型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた適切

な避難行動をお願いしたいと考えております。 

  もちろんそういう意味では、避難の際の感染

症対策というものを各自でも可能な限り行って

いただきながら、基本的には避難所に避難して

いただくということになるわけでありますけれ

ども、先ほど古沢議員からもありましたが、新

型コロナウイルスの感染リスクも考慮をして、

避難所への避難が必要かどうか、あるいは安全

な場所として親戚・知人宅への避難はどうかな

どということについて日頃から検証をしていた

だいて、災害時の避難行動を改めて確認してい

ただきたいというふうにお願いを申しあげたい

と思っております。 

  市といたしましては、感染症対策と同時に、

いつ起きるか分からない自然災害に備えて、市

民の皆さんの安全・安心の確保に向けて、今後

とも対策を一層充実をしていきたいと考えてい

るところでございます。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 避難所運営と感染防止の両立と

いった対応として、群馬県富岡市や神戸市など、

飛沫感染防止のため、段ボールなどの間仕切り

を新たに購入した自治体もあるようです。感染

防止対策としてどのようにされるのか、お伺い

いたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、これまでの避

難所は、限られた空間に密集した環境というこ

とで大勢の人が共同生活を行うということにな

るわけでありますので、今回の新型コロナウイ

ルス、あるいは過去にもあったインフルエンザ

などをはじめとする感染のリスクというのが大

変高まることになるような環境かと思います。

そうした意味からすれば、集団感染、いわゆる

クラスターの発生の危険性も考えられるという

ことになるわけであります。 

  先ほども申しましたが、今後は感染症予防の

観点を踏まえて避難所を増設していく、それか

ら他の施設を活用していく、避難スペースを分

散化していく、そして分散化して確保するとい

うことなどで、感染症対策について万全を期し

た上で避難所を開設する必要があると思います。 

  具体的に申しますと、もちろんこれまでもや

っていることでありますけれども、避難者ある

いは避難所運営スタッフの手洗いとかせきエチ

ケットなどという基本的な対策は徹底する必要

がもちろんありますけれども、また避難者の健

康管理のために保健師の巡回による避難者の健

康状態の把握を小まめに行っていく。そして、

これからの時期も踏まえて、現在、いろいろ準

備をさせていただいております。１つには、消

毒用アルコール剤、それから手洗い石けん、あ

るいは非接触型体温計などの物品についても整

備をさせていただいておりますし、先ほど御指

摘にありました、また飛沫感染防止としてマス

クの備蓄、それから災害協定による段ボール

パーティションなども設置できるように今準備

を進めているところであります。 

  それから、避難所の増設、あるいは他施設の

利用としましては可能な限り多くの避難所を開

設していきたいと思いますので、新たな避難施

設としては、市内の宿泊施設、ホテルなども含

めてそういったところも検討して活用していけ

ないかどうか、それから避難所に指定されてい

ない地域の公民館などの公共の施設なども活用

できるように検討していきたいと思っていると

ころであります。 

  そして、御案内のとおり、避難所は十分な換

気が必要だということにもなりますので、そし

て広いスペースが必要ですので、今までは学校
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の体育館を避難所としているケースが多いわけ

でありますけれども、体育館だけではなくて学

校のその他の教室なども使用して、感染が疑わ

れる人などを隔離するスペースとして確保する

などということで拡大をしていかなければなら

ないと思っているところであります。 

  それから、やはり先ほど来ありましたけれど

も、安全な近くの親戚でありますとか知人のお

宅など、避難所以外のところで分散避難なども

検討してはどうかということを我々としても周

知を図っていきたいと思っているところであり

ます。また、物の本によると、短期間であれば

車中避難などいうこともいろいろ言われている

ところでありますので、そういったところも十

分、様々検討させていただきたいと思います。 

  いずれにしても、安全に避難生活を送ってい

ただくということが大事でありますので、感染

症対策については万全を期して対応したいと考

えております。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 市長からは、避難所の備品につ

いてもお話がございました。 

  実は、山形市議会にも私、知り合い、同僚議

員がおりまして、いろいろ意見交換をさせても

らっておりますけれども、山形市におきまして

は５月に行動マニュアルを策定しまして、各避

難所ごとのマニュアルを作成したそうなんです。 

  そこにも、先ほど市長はいろんな備品もおっ

しゃっておりましたけれども、山形市で１つ増

えているのはビニール袋を、普通の下足入れ用

にビニール袋も用意してあると。アメリカの大

学教授が、人は足でウイルスを運んでいくとい

うこともあるので、それを避けるためにビニー

ル袋も用意すると。アルコールも用意して万全

を期していくというようなことを山形市議会の

ほうでは言っておりました。ある程度参考にな

るかと思いますので、どうかひとつ参考にして

もらいたいと思います。 

  現在は、感染も小康状態になっているようで

すが、専門家の話によりますと秋口には第２波

が襲ってくるようにも予想されています。感染

症と自然災害の複合災害では人員不足が懸念さ

れます。水害が多い時期を前に、対処しなけれ

ばならない課題に取り組んでいただきたいと思

います。 

  続きまして、通告番号３番の学校教育につい

てお伺いいたします。 

  新型コロナウイルス感染拡大に伴い、小中学

校の児童生徒も学校へ行けない日々が続き、現

在では普通登校になっているようですが、閉鎖

期間中は家にいても外出も思うように行けない

など、自粛ムードでかわいそうでなりませんで

した。 

  教育長も、長い教員生活の中で、風邪による

インフルエンザで学級や学年閉鎖はあったとし

ても、こんなに長い期間、学校が閉鎖すること

は初めての経験かと思います。教育者としての

率直な所感をお聞きしたいと思います。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 おはようございます。 

  臨時休校についての御質問でありますけれど

も、議員御指摘のとおり、この休校は突然始ま

って、出口の見えない長期にわたるものとなり

ました。子供たちは言うまでもなく、教職員、

保護者の皆様にも、精神的にも身体的にも大き

な御負担をおかけしたものと感じているところ

であります。 

  子供たちにおいては、友達に会えないことへ

の戸惑いや寂しさ、学習の遅れへの不安、生活

リズムの乱れ、運動不足による体力低下など、

休校で生じた問題については、今学校が再開さ

れているわけでありますが、改善していくには

相応の時間が必要ではないかなと感じていると

ころであります。 

  また、中学校３年生にとっては、地区総体や

コンクールの中止がありましたが、大きな喪失
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感をもたらしているのではないかというふうに

思っております。また、進路選択に向けては、

今も不安を抱えているのではないかなと懸念し

ているところでございます。 

  教職員においては、学校生活の至るところで

３密を回避し、感染リスクをできるだけ低減さ

せる対策を講じながら、学校再開後も子供たち

が不適応を起こさないよう心のケアにも気を配

り、日々緊張の中で勤務していると認識してお

ります。 

  保護者の皆様には、子供たちが家庭での生活

を強いられたことで大変な御苦労をおかけした

ものと思っております。入学式を正常な形で行

うことができなかったことについても、大変申

し訳なく思っているところであります。各学校

の裁量によって、実態に応じた形で入学式に準

ずる対応ができたことについては、うれしく思

っているところでございます。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  先日の議員懇談会の席上、遅れた授業につい

ての説明がございましたが、インターネット中

継もされていることもあり、改めてお聞きいた

します。 

  今年の夏休みや春休みの縮小や、先生たちの

研修会の中止など、いろんな点が挙げられてお

りましたが、本市については遅れた授業をどの

ように克復していくとお考えなのか、お伺いい

たします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 市の教育委員会としましては、

授業時数確保のために、当初計画をしていた市

主催の研修会等の多くを縮小し、県教育委員会

に対しても同様の対応をお願いをしたところで

ございます。 

  一方で、学校は集団での学習という特質を持

つことから、やむを得ず学校行事等を縮小しな

ければならない場合も、教育的効果や子供たち

の達成感にも十分に配慮した教育活動になるよ

うに指示をしたところでございます。 

  このことを踏まえまして、各学校では夏休み

や冬休みの休業期間を１週間から10日程度短縮

しつつも、教育上必要な行事等も実施した上で、

授業時数の確保に努力しているところでござい

ます。 

  現時点での市内小中学校における年間授業時

数でございますが、小学校６年生では、文科省

が示しております標準時数、全教科での標準時

数でありますが、平均で約30時間、中学校３年

生では平均で約22時間下回っておりますけれど

も、分散登校時にも授業を行っておりましたの

でこのときの10時間を加えたり、今後の授業方

法や内容の創意工夫によって学習指導要領で示

された内容は十分履修可能ではないかなと考え

ているところでございます。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 夏休みとかは１週間から10日間

縮小されるということで、学問の遅れも心配さ

れるところでございます。よろしくお願いした

いと思います。 

  次に、学校行事の開催についてお伺いいたし

ます。 

  先ほど授業の克復についてはお伺いしました

が、学校行事にも大切なものがあります。遠足

や修学旅行も今年は行事が行えるのか、その代

替案はあるのか、また運動会、合唱祭など父兄

も楽しみにしている行事などは開催できるのか

など、学校行事の開催についてどのようにお考

えなのか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 修学旅行につきましては、議

員御指摘のとおり、子供たちにとっては学校生

活における大きな思い出になるものでございま

す。しかし、今年度は授業時数確保のため、残

念ながら子供たちが楽しみにしている学校行事

も縮小せざるを得ない状況になっております。 
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  だからこそ、修学旅行は実施したいと、実施

してやりたいというのが各学校の願いであると

承知しているところであります。もともと、福

島、宮城、日光等を旅行先として秋に実施予定

だった小学校は、予定どおりの実施を考えてお

ります。６・７月に予定していた小学校も、秋

に変更しての実施を考えているところでありま

す。 

  当初、東京周辺を旅行先として５月に予定し

ていた中学校は、一旦、時期を秋に延期してお

りましたけれども、その後の感染状況から現在

も、旅行先を東北に変更することなども視野に

実施の方向で検討しているところでございます。 

  遠足につきましては、県内での実施となりま

すので、交通機関での移動、見学場所の選定、

見学方法など、３密回避あるいは飛沫感染のリ

スク等の対策を講じることで実施が可能ではな

いかなと考えているところでございます。 

  運動会、合唱祭、文化祭については、５月21

日付の県教育委員会通知では、当面の間、内容

や、不特定多数の参加を認めないなど参加範囲

を限定するなど、３密対策を踏まえた実施方法

を検討するとしておりますので、市内の小中学

校、現時点ではどの学校も時期を遅らせるか、

新しい生活様式の下、内容を精選あるいは変更

して実施する方向で検討しているところでござ

います。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 教育長の御答弁では、修学旅行

は行うような方向で進めているというふうにお

伺いしましたけれども、私たちも小学校を卒業

して50年ぐらいになりますけれども、小学校の

思い出としてやはりいまだに消えないのがこの

修学旅行の思い出なんですよね。ぜひ安全にし

ていただきたいと思います。 

  次に、ＩＣＴを活用した授業方法についてお

伺いいたします。 

  ５月10日の山新に、山形県小国町小国中学校

のＩＣＴ技術を使った教育を行っている模様の

記事が掲載されておりました。学年や教科ごと

に教科書に沿って作成した動画やプレゼンソフ

トを駆使した授業用資料、理解度を高める課題

プリントなどを掲載し、生徒が自宅での学習に

活用しています。また、健康観察等にも利用で

き、利用範囲が広く使われるようになります。 

  特に、中学３年生の数学指導には、授業支援

クラウド「ロイロノート」を導入し、オンライ

ンで文書をやり取りし、生徒が問題を解いて送

信すると教員がデータをチェックして、直接加

筆もでき、生徒は回答の正誤やアドバイスを確

認でき、対面指導と同様の感覚で学べるといっ

た新しいタイプの授業方法で、国のほうでも予

算の前倒しが決定され、本市においても来年度

の重点項目に挙げられていると思いますが、今

後のＩＣＴ教育についてどのように進めていか

れるのか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 小中学校のＩＣＴ環境につき

ましては、議員御指摘のとおり、Ｗｉ－Ｆｉの

整備が重要であると考えております。昨年度３

月補正予算におきまして、今年度中に全児童生

徒が同時にインターネットにアクセスできる環

境が整う予定となっております。 

  一方で、タブレットパソコン等の端末につき

ましては、当初、国のＧＩＧＡスクール構想に

基づいて、令和５年度までに児童生徒１人１台

の整備を行う予定でございましたが、文部科学

省の方針転換を受けまして、インターネットを

介した自宅での遠隔学習も視野に小中学校の最

高学年への導入を優先しながら、今年度内の整

備を行うべく、現在検討を進めているところで

ございます。 

  なお、議員御指摘のとおり、タブレット端末

の能力を最大限に発揮させるには、教室で生徒

が思考を表現したり、協働的に学習したりする

ことや、自宅でのドリル学習、個別学習など
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様々な学習環境に対応できる学習支援ソフトが

重要であると考えております。 

  現在、市の教育委員会としましては、各学校

のＩＣＴ担当者によるプロジェクトチームを立

ち上げまして、タブレット端末や有効な学習支

援ソフトの選定について検討を行っております

と同時に、市内２つの小学校をモニターに指定

いたしまして、ソフトの活用方法などについて

も調査研究を行っているところでございます。 

  教育委員会としましては、国のＧＩＧＡス

クール構想を活用し、推進を加速させながら、

ＩＣＴ教育のさらなる推進を図ってまいりたい

と考えているところでございます。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 大変便利なもので、ぜひやって

いただきたいと思います。 

  私たち寒政・公明クラブでも、東京にいる代

議士と会派５人で、計６人でＺｏｏｍを使った

ウェブ会議を約１時間にわたって行いました。

操作も簡単で、会議には全然支障がないほどの

優れものでした。ただ１つ注意すべきことは、

Ｗｉ－Ｆｉの整備をきちんとしておかないと、

画像がぶれたり、音声が途切れたりを起こしま

すので、その辺を注意してできれば使える代物

と感じました。 

  私たちが小さいときは、教育にあっては詰め

込み主義、労働にあっては額に汗を流すことが

美徳とされてきましたが、今回の新型コロナウ

イルスにより、新しい時代の発想・価値観が始

まるような気がいたします。そこには人とお金

を投資し、新しい社会や教育の場を進めていた

だきたいと思います。 

  ありがとうございました。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号４番について、８番渡

邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 市民クラブ、社会民主党の渡邉

賢一であります。 

  私からも冒頭、このコロナウイルス新型肺炎

において亡くなった方の御冥福をお祈りすると

ともに、今なお苦しんでおられる、罹患されて

いる全国の方々に心よりお見舞い申しあげたい

と思います。 

  今回は、コロナ対策優先ということもあり、

貴重過ぎる限られた時間でありますので、早速

課題のほうに入らせていただきたいと思います。 

  通告番号４番について。 

  感染症拡大防止対策で混乱と混迷が続き、深

刻な影響を受けている地域経済の再生、市民生

活の再建に向けたさらなる緊急対策について、

通告した順番でお伺いをしたいと思います。 

  まず、１つ目、観光さくらんぼ狩り自粛や相

次ぐさくらんぼの祭典等のイベント中止によっ

て莫大な影響を受けている農業あるいは商工業

へのさらなる対応についてでございます。 

  これまで、議会内にコロナ対策検討委員会を

設置し、市民の声を踏まえ、要望なり提言をさ

せていただいておりますけれども、多くのもの

が即実施され、市民に届いたもの、時間がかか

ったものも、実施されたものは大変評価をされ

ているわけでございます。 

  その一方で、不十分で再度要望したものがあ

り、また県内自治体での取組が行われて、それ

以上に即効性のあるものが必要ではないかとい

うふうに市民から声が出ているところでござい

ます。 

  本市独自のげんき応援券、緊急経営継続支援

金などの効果の検証を踏まえ、次の緊急対策に

ついてお伺いをしたいと思います。 

  まず、１つ目、商工関係についてでございま

す。 

  げんき応援券の販売状況は、当初の予定の２

万5,000枚が全てお店のほうに配付されている

とお聞きしました。「大変好評なので、ぜひ追
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加していただけないか」「さらに増やしていく

べきだ」というふうな多くの声をいただいてお

るところです。一方で、市民からは「自分たち

には全く関係ない。金持ちばかり得して、ます

ます貧富の差が拡大しているのではないか」と

いうふうな批判的な声もお聞きします。 

  また、ふるさと納税でありますけれども、非

常に人気が高く好調でありまして、増額補正な

どもやったわけですけれども、こうしたものの

節税効果を受けている方も本当に限定的である

と思います。 

  そこで、御提言になりますけれども、もっと

市民に平等に行き渡るようにするため、期間限

定の市内飲食店共通クーポン券などを全戸配布

の市報につけて各世帯に配布できるようにする

など、新たな緊急対策を検討すべきではないか

と思うのですが、市長の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から、まず、げんき応

援券のお話がありましたが、このげんき応援券

については、新型コロナウイルスの影響に伴う

イベントの中止とか、集会あるいは外出自粛な

どで大変売上げが減少した飲食店、それから宿

泊施設などを緊急に支援するということを目的

に、その事業内容あるいは対象業種、手法など

については、商工会の皆さん、それから関係団

体と十分協議をした上で実施をしてきたところ

でございます。販売時における３密状態などを

回避しながら、早急に現金収入を得られるよう

にするため、各店舗で販売する方式を採用した

ところであります。 

  先ほど御指摘のとおり、事業者の皆さんから

も、あるいは市民の皆さんからも、双方御好評

をいただいているわけでありますが、また他の

自治体からも大変参考にしていただいて、同じ

ような取組をしていただいている自治体も数あ

るというふうに思っているところであります。 

  ５月に入りまして、国の緊急事態宣言が県内

でも解除されたわけでありますけれども、先ほ

どありましたが、事業所の経営持続支援策とし

て、第２弾、それから第３弾ということで地域

経済緊急対策事業を講じているわけであります

けれども、徐々に経済活動の回復に向けた動き

を加速させていくことになると見込んでいるわ

けでありますが、そういった中で、議員より御

提案ありました、地域限定の市内飲食店共通の

クーポン券などを広く各世帯に配布してはどう

かというようなことでありますけれども、御案

内のとおり、市で対策を取り組んでいるだけで

はなくて、国のほうでも、今日ですかね、２次

補正が成立する、さらには県のほうでも６月補

正にこの経済対策等も含めたコロナ対策の大規

模な補正予算を計上しているわけでありますの

で、そういった対策の状況を見ながら、さらに

寒河江市の緊急経済対策事業の実施委員会、そ

れから商工会などとも意見をお聞きをしながら

市の対応を検討していきたいと考えているとこ

ろであります。効果のある事業であれば、我々

もそういった声に耳を傾けて対応していきたい

と思います。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今、御答弁いただきましたけれ

ども、ある市民からは「寒河江市はいつ商品券

配られるのや」とか、あるいは「隣の大江町は

もう２回目だど」なんていうことで様々な声を

いただくものですから、10万円のあの給付金の

支給はほかの自治体よりもかなりスピード感を

持ってしていただいただけに、その次の一般市

民のというか、私も含めてそういうのって大事

だよねというふうなところをぜひお伝えしたく

ておりますので、ぜひ御検討をお願いしたいと

思います。 

  ２つ目は、農林課の所管の関係でありますけ

れども、さきに佐藤議員の質問がありましたの

で重複しないように質問させていただきます。 

  ６次産業化を推進して、食と農、あと農商工
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連携など、これまで数々の政策を推進してきた

わけですけれども、今回の緊急経営継続支援金

の対象に、主たる営業が農産物出荷販売の場合

は、副業である農家レストラン、農家カフェ、

あるいは農産物加工所や直売所、農家民宿など、

いわゆる国県で進めているものが対象に含まれ

ていないというふうになっております。 

  農業者の経営する店舗や施設を救済する上で、

これらを補完する支援金も創設すべきではない

かというふうな声も上がっています。しかも、

労働者が確保できず、今回のさくらんぼのシー

ズンは収穫放棄さくらんぼ園が増加するのでは

ないかというふうにも言われております。 

  先ほど佐藤議員のほうからもありましたけれ

ども、今年度産のさくらんぼを全量収穫、完売

するために、ぜひこのアイデアを発揮していた

だきたいし、今回の緊急対策の一つとして、さ

くらんぼの流通をさらに施すために、何点か御

提案をしたいと思います。 

  まず、市民に対し、さくらんぼ送料無料券と

いうことで、ぜひ全国に、親戚とか友人知人に

送っていただくというふうな無料券であります。 

  ２つ目が、さくらんぼ農家でも使用できるよ

うな専用のプレミアム商品券の扱い、こうした

ものもあるんじゃないか思います。 

  あと、３つ目、零細農家、高齢農家ほど、こ

の緊急経営継続のために本当に今四苦八苦して

頑張っているわけですので、新たな支援金など

必要ではないかと思います。今回のこのコロナ

を機に農業をやめる、廃業するような農家が出

てはならないと強く思います。緊急対策として

ぜひ検討していただきたいと思いますので、市

長の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から、農業を主とした

事業主の方々における副業に関して、支援はど

うかというお尋ねでありますが、我々としても、

実際どの程度そういう方がいらっしゃるのか、

あるいは副業の収入減少がどの程度なのかなど

について十分お聞きをした上で、その支援の必

要性というものを検討していきたいと考えてお

ります。そういう意味で、窓口を閉ざしている

わけではないというふうに御理解をいただきた

いと思います。 

  それから、追加の緊急対策について御提案を

いただきましたが、さくらんぼの需要を喚起す

るための送料に対する支援、農家からさくらん

ぼを直接購入する際に使用できるプレミアム商

品券という御提案でありますが、我々もそうい

うことをいろいろ検討している経緯はあるわけ

でありますが、どうしても直売とか贈答品のみ

が対象になるということがありまして、市場出

荷を主に行う農家の人に対してはなかなか対象

になりにくいというようなところで、そういう

点で果たしてどうなのかということで難しいの

ではないかというふうに考えた、検討した経緯

がございます。 

  ただ、さくらんぼの需給バランスを保つため

の取組というのはやはり大変重要でありますか

ら、これから市としても、さくらんぼの本格的

な収穫、出荷に向けて消費を喚起をしていく、

それから市場価格の安定を図るための取組、特

にふるさと納税の活用でありますとか、仙台圏

へのＰＲ、それから首都圏スーパーでの販売な

ども取組を生産者の皆さん、農協の皆さんとも

一体となって努力をしていきたいと思います。 

  それから、新たな農家への支援金はどうかと

いう御提案でありますけれども、市としてもこ

の３月から５月までの間、新型コロナウイルス

感染症の影響を受けた加温花卉、それからさく

らんぼ、観光いちご園などに対して既に緊急応

援事業ということで実施をしているところであ

ります。申請件数は現時点で多くはありません

けれども、これから５月分の販売状況が取りま

とまって、補助対象者から申請をいただくとな

っているところでございます。 
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  それから、新たな支援金についても御提案を

いただきましたが、我々としても、これからさ

くらんぼだけではなくて、他の農産物の出荷も

本格的になっていくわけでありますから、そう

いう販売価格の動向などを見ながら検討してい

きたいと思います。 

  もちろん、さくらんぼが目玉の寒河江の農産

物でありますけれども、さくらんぼ以外の農産

物についても影響が出るということも懸念して

いるわけでありますので、そういった意味で幅

広く検討していきたいと思います。 

  そして、御案内かと思いますが、県のほうで

も６月補正予算の内容、公表になりましたけれ

ども、市町村と負担を協調してさくらんぼの緊

急価格安定対策というものを実施していくとい

うことであります。そういった意味では、さく

らんぼ農家の皆さんにとっては大変ありがたい

対策になってくるのではないかというふうにも

思います。 

  また、国の２次補正も成立されるということ

でありますから、我々としては情報収集に努め

ながら、市内農家の皆さんの一刻も早い生活の

安定に向けて鋭意取組を進めていきたいと考え

ております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ただいま御答弁いただきました

けれども、まさに日本一さくらんぼの里を誇る

本市が経験したことのないこの難局を、この苦

境を乗り越えるために皆さんの英知を結集して

いただいて、しかもそこにいっぱい財源を充て

ていただいて、これを救済していただきたいと

思っています。 

  本市では、市の執行部の皆さんをはじめ、職

員の皆さんが「やきとり課」などをつくって、

すごく本市のやきとり文化というんですか、そ

ういったものを情報発信しておられますけれど

も、そうしたこともありますけれども、ぜひ一

つの業務として、今労働力不足である中で「さ

くらんぼ手伝います課」とか、あるいは「さく

らんぼ買って応援します課」など、イベントに

代わる職員の皆さんのみなぎる力、あふれる英

知を結集していただいて、どうか今後ともそう

したところに力を、ぜひ御尽力を賜りたいとい

うところを申しあげて、次の質問に入ります。 

  （２）ホテル・旅館・バス・タクシー・観光

旅行業者・観光施設等観光業への緊急支援につ

いてでございます。 

  本市の観光業の現状は、どこも瀕死の状態で

す。先日も、無会派議員の有志で市内の業者回

りを行ってきましたけれども、観光業の売上げ

の落ち込みは最悪です。昨日も私、５か所ぐら

い回って状況をお聞きしてきましたけれども、

まだまだ本当に、もう大変だというふうな状況

でありました。 

  まず、観光業で働いている労働者の皆さんに

お聞きしたところ、連合山形の調査でも、最低

賃金時給790円レベルで働かされてきた非正規

労働者、いわゆるパート、アルバイト、派遣は

首切りされた方が多いと、相談件数が増えてい

ると聞いています。特に、学生アルバイト、シ

ングルマザーや高齢者のパート労働者は再就職

が困難であると言われています。 

  正規の労働者ですが、一時帰休が長期となり、

給付金や失業保険を受給して何とか暮らしてい

ますけれども、さくらんぼの季節アルバイトに

しても、突然休業している会社から呼び出され

るかも、あるいは不規則勤務で、そのアルバイ

トにも採用されないなど、大変厳しいとおっし

ゃっていました。厨房や調理場の板前さん、あ

るいはシェフ、ホールの従業員の方や運転手の

方々の中には転職された方もいると聞いており

ます。 

  次に、経営者の皆さんからお聞きしましたけ

れども、観光業、団体旅行がないために観光バ

スが全く動かない。タクシーも昼夜を問わず需

要がなく走れない。観光旅行業者は国内、国外
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ともほとんど予約なし。２月から５月までの売

上げは対前年比ほぼ100％ダウン。市内のホテ

ルや旅館も長期の休業を余儀なくされたため、

宿泊客は当分戻らないとおっしゃっています。

今もビジネスホテル状態で、２食がつかないと

いうふうな状況もお聞きしました。 

  道の駅寒河江、高速サービスエリアのハイウ

エーオアシスの売店、旅館、ホテルのお土産品

の売上げは半分以下に大きく落ち込んでおり、

お菓子類、加工品などは消費期限が来たものは

廃棄処分となっているそうです。 

  さて、ここから質問ですけれども、本市のさ

くらんぼ食べ放題、温泉バラ風呂の提供など、

「特×得」キャンペーンや県の宿泊半額キャン

ペーンなどが行われております。業界では大変

期待していますけれども、単発で終わってしま

わないようにしていただきたいというような声

をお聞きしております。ぜひ年内、年度末まで

続けるべきというふうな声も多くございました。 

  そこで、観光業に対する経営安定化、営業回

復までの中長期のスパンで独自の支援策が必要

だと思います。イベント中止に代わる対応策、

そのロードマップ、行程表をぜひ示していただ

きたいと思いますが、市長の御所見をお伺いし

ます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ６月はそういう意味で、寒河江

はさくらんぼのシーズンで、観光客の皆さんも、

先ほど佐藤議員の御質問にもお答えしましたけ

れども、年間360万人のうち70万人というか、

２割ぐらいは６月に観光客が訪れる、そういう

一番いいときでありますが、こういうことにな

っているわけでありますので、そういう観光に

携わる事業者の皆さんは大変な打撃を受けてい

るということであります。 

  寒河江市のほうでも、そういうことにおいて

様々な取組をさせていただきました。最初は、

温泉宿泊施設維持給付金などの取組を給付させ

ていただいて、それから緊急経営改善支援金な

ども支給をさせていただいております。国のほ

うでも、持続化給付金、雇用調整助成金などを

支給していると、支援しているということであ

りますが、６月に入りまして、この10日からは

寒河江のほうで、温泉「特×得」キャンペーン

ということで実施をしているわけでありますの

で、これは御案内かと思いますが、宿泊料の半

額補助、それからさくらんぼの食べ放題、バラ

風呂の入浴サービスということで大変得な、文

字どおりお得な事業ということでありますので、

市としてこの事業を支援して、減少が予想され

る宿泊客の確保、さらには市内の飲食店、チェ

リーランドなどの観光施設にもお立ち寄りいた

だくということを期待しているわけであります。 

  これからの展望はどうかという御質問であり

ますけれども、先ほど来御質問にもお答えをし

ておりますけれども、前にやったようなイベン

トに戻っていくということは現実的にもなかな

か難しい。だから、やっぱり新しい形の取組、

行事も含めてですね、していかなければならな

いというふうにも思います。 

  それから、受入れ施設においてもきちっとや

っぱり、訪れる方が安心して宿泊できるような

環境整備というものをちゃんとしていかなけれ

ばならない、要するに安全・安心な施設づくり、

対応づくり、受入れ態勢づくりということを強

く求められると思います。 

  そういう意味で、何回も言うようですけれど

も、今回の県の補正予算などでも、そういう事

業者の方が施設整備に取り組む経費などについ

て、これも県と市が半々、折半ですけれども、

そういうものについても支援していくなどとい

うことがありますから、そういう意味で、長期

的な取組が必要になってくるコロナ対策であり

ますから、そういう取組をしていきながらお客

さんを徐々に、観光客を元に戻していくという

ことが必要になってくるのでないかと思います。 
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  人の往来があって初めて成り立つ観光業であ

りますので、国や県が示している外出自粛の段

階的な緩和の目安に従って、あとは新型コロナ

ウイルスの感染状況を注目しながら、注視しな

がら、新しい生活様式に対応した観光誘客に

我々一緒になって取り組んでいきたいと考えて

おります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。人・

物・金の循環が好循環になるように、ぜひ観光

業の蘇生を行っていただきたいと思います。 

  さて、時間も限られておりますので、最後の

質問に入ります。 

  修学旅行や中体連全国大会の延期・中止への

温かい対応について。 

  既に古沢議員の質問に御答弁いただいておる

ところは割愛させていただき、ほかの中体連の

ところについて御質問させていただきたいと思

うのですが、中体連、これはまさに血と汗と涙

の結晶でありまして、本当にこの中止というの

は、先ほどの教育長のお言葉を借りれば、大き

な喪失感、そういったものが私も共感するわけ

であります。 

  こうした中体連の大会中止に代わるような交

流大会、地区大会でも県大会でもいいんですけ

れども、ぜひそうしたものを、今の中学３年生

にそういう場を与えてはどうかというふうな多

くの声がございますけれども、教育長の御所見

をお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 今、議員からもございました

けれども、中学生にとっての部活動というのは、

個人の心技体の鍛練はもちろんでありますけれ

ども、集団の中での人間性、社会性の育成とい

う面では極めて重要な部分を担っていると感じ

ております。 

  また、部活動の集大成であり、発表の場でも

ある、上位大会へつながる登竜門でもある地区

総体、あるいは吹奏楽コンクールが中止された

ということによる子供たちの喪失感というもの

は、繰り返しになりますが、想像するに余りあ

るなと感じているところでございます。 

  スポーツ庁の指導、あるいは県の専門家会議

の意見を参考にして、５月21日に県教育委員会

が作成したガイドラインを受けて、西村山中学

校体育連盟、西村山中学校長会、そして西村山

教育長会は、生徒や保護者の安全確保を最優先

に、部活動再開後も新しい生活様式の下、活動

時間、内容を制限せざるを得ないということ、

あるいは活動の空白期間が非常に長かったこと

によるけがなどの心配など、そういったことを

総合的に判断して、地区大会の中止と、併せて

代替大会等も実施しないという苦渋の決断をし

たところでございます。 

  でありますが、昨日、一昨日、既に報道され

ておりますが、県教育委員会が、あした、６月

13日から、部活動の段階的再開と他校との交流、

これを可能にするガイドラインというものを市

町村教育委員会に示したところでございます。

このことを踏まえまして、地区中体連、中学校

長会、教育長会が急遽会議を招集いたしまして、

代替大会について検討を行った結果、実施可能

な競技につきましては、７月中旬までをめどに

実施できるということを決定したところでござ

います。 

  代替大会に出場する生徒については、上位大

会につながる大会ではございませんが、これま

での部活動の成果を存分に発揮できるよう、市

といたしましても、会場の借用あるいは地元観

光業者を活用しての生徒輸送費補助など、でき

るだけの、できる限りの支援をしていきたいと

考えているところであります。 

  ただ、一方で、中学校３年生は進路選択の大

切な時期でもあります。地区大会中止の決定を

受けて、もう既に気持ちの切替えを行った生徒

も少なくないと考えております。このような生
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徒の心にも配慮しなければいけないのではない

かなと思っております。 

  教育委員会としましては、各中学校において、

全ての中学校３年生のこれまでの活動をねぎら

い、あるいは称賛される場が設けられることは

もちろんのことでありますが、全ての生徒が不

安なく次の目標に向かって力強く踏み出してい

けるように指導していきたいと考えているとこ

ろでございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 私の質問は以上です。 

  最後に、今、朝の連続ドラマ「エール」で脚

光を浴びている古関裕而の「さくらんぼ大将」

の歌詞を読んで終わりたいと思います。 

   遠い旅路の 見知らぬ町で 

   さくらんぼ 隠れん坊 さくらんぼ 

   紅い頬ぺた かしげて よせて 

   何が悲しい さくらんぼ大将 

   仰ぐ空には 夜の星 

  以上です。 

 

太田陽子議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号５番について、２番太

田陽子議員。 

○太田陽子議員 おはようございます。日本共産

党の太田陽子でございます。 

  新型コロナウイルスの感染により亡くなられ

た方の御冥福をお祈りいたします。また、闘病

生活を送っておられる方の一日も早い回復をお

祈りいたします。 

  まだ感染の危険があり、緊張を緩めることが

できない介護や福祉の現場で働く私の元仲間た

ちを含め、医療従事者への感謝の気持ちをここ

で表したいと思います。 

  この間、地域の自営業者の方などへ市の緊急

経営継続資金などお知らせをする活動をしてま

いりました。行く先々で、助かると大歓迎を受

けました。あるお店の奥さんが手を合わせ、感

謝の気持ちを表してくれました。市長にもお伝

えしたいと思います。このように、「ありがた

い」「ありがとうございます」とおっしゃって

おりました。製造業の方からも要望が寄せられ

ておりましたので、この第３弾についてすぐに

お知らせしたところ、本当に喜ばれておりまし

た。 

  なお、ホームページを見たが分かりにくかっ

たという声も寄せられております。ぜひ市民が

すぐ活用できるような改善を望みます。 

  私は、日本共産党と、通告してある質問内容

に関心を寄せている市民を代表して、以下の質

問を行います。 

  新型コロナウイルスの全世界的流行により、

「感染爆発」や「都市封鎖」など、今まで聞い

たことのない言葉でテレビや新聞が埋め尽くさ

れています。 

  そんな中、私ごとですが、昨年12月より親族

に５名の新しい命を授かることができました。

関東圏に住む子供はリモートでしか顔を見るこ

とができません。少し寂しい感じがしておりま

す。この子たちが健やかに育ってほしいと祈る

ばかりです。 

  昨年は大型台風の上陸、今年になり各地で群

発する地震など、新型コロナウイルスの感染拡

大の中での自然災害の問題など、大事な子供た

ちをどう守るかなど、考えると眠れない夜もあ

りました。 

  そこで、私が考えた結論は、「備えあれば憂

いなし」ということです。昨年12月議会で月光

議員の質問の中で、備蓄の数量や備蓄場所など

明確にされ、平成30年には備蓄は完了している

との答弁でございました。その中で、ローリン

グストックの考え方を取っているということで

ございました。 

  新型コロナ時の避難は、先ほども古沢議員の

ほうからありましたが、避難所の３密は避けら
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れない、オーバーシュート、医療許容量を超え

る感染者の爆発的増加が懸念されております。

避難の方法も多様化せざるを得ない状況もあり、

親戚や知人の家、頑丈なビルなど事前にお願い

しておく必要がございます。避難所の開設など

も今後の課題が多くあると考えております。 

  その多様化する避難に対し、今後具体的にど

のように備蓄し、ローリングしていくのか、お

伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 太田議員から、今後の備蓄品の

ローリングストックの取組ということでお尋ね

がありましたが、現在の寒河江市の備蓄品の管

理については、寒河江市備蓄計画というものを

つくっておりまして、それに基づき対応してい

るということであります。 

  保存期間については、５年間というものが多

くあるわけでありますが、その５年間のうち、

４年を経過し更新時期が近づいた、例えばアル

ファ化米とか、飲料水とか、パンとかビスケッ

トなどについて、議員も御参加いただいたわけ

でありますけれども市の防災訓練でありますと

か、自主防災組織の訓練などに非常食を試食し

てもらうという形で有効に実際活用していると

いうところでございます。 

  それから、今年度、新たに備蓄に向け準備を

しております乳幼児用液体ミルクがあるわけで

ありますけれども、これは保存期間が御案内の

とおり１年、約１年ということでありますので

短いために、保育所などの給食で使用しながら

備蓄必要数を確保する、ローリングストックに

よって廃棄ロスとならないように取組していく

準備を進めているというところであります。 

  今後、備蓄品の管理につきましては、保存期

間が近づいた備蓄品の活用方法についてさらに

工夫していく必要があろうかと思います。ロー

リングストックによる備蓄方法によって、日常

生活で非常食を消費するということになれば、

市民の防災意識の向上にもつながっていくと考

えますので、我々としても液体ミルク以外の備

蓄品についても、できるかどうか分かりません

が、そして実際こういうことをやっているかど

うか分かりませんが、他の自治体でそういうこ

との取組をしている例などあればそこを十分研

究させていただいて、そういう取組を参考にし

て検討していきたいと思います。 

  それから、ホームページについては、できる

限り早急に分かりやすく改善をしたいと思いま

すので、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 先ほど古沢議員のほうに、段

ボール型のパーティションも準備しているとい

うことも答弁がございましたが、今必要なのは

パーティションとベッドということが言われて

おります。ぜひ、重複になりますが、やっぱり

インフルエンザの流行やノロウイルスに加えて

コロナというと大変なことになると。ノロだけ

でも拡大すれば大変な状況になる中で、ここに

コロナも入ってきたら避難所はどうなるだろう

と考えるにつけ、やっぱり衛生用品など多めに

用意していただくということをお願いしたいと

思います。ぜひ段ボール型ベッドの備蓄も望み

ます。 

  次、先ほど市長からあった、液体ミルクの

ローリングストックについての質問です。 

  このコロナ禍の中で、妊娠、出産し、その上、

災害に対処しなければならない子育て中の皆さ

んの安心は何だろうと考えてみました。親族の

これから生まれる５番目は、私の初孫です。ど

のように守るか、備えをどう考えていくか。そ

れで、月光議員の質問の中で液体ミルクは避難

時に大変役に立つということがありましたので、

私も液体ミルクを準備しました。消費期限が１

年と、やっぱりほかの備蓄品よりも短かったの

ですが、３日分を計算し、購入して準備してお

ります。 
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  この１年という短い期間のローリングストッ

クを考えると、液体ミルクが必要な時期は長く

て１年ではないかと思います。各施設や保育所

での備蓄も含め、必要な乳児にハッピーギフト

などとセットにして家庭で備蓄してもらい、消

費してもらうという、そういうローリングスト

ックの考え方は導入できないか、お伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 液体ミルクにつきましては、赤

ちゃんが災害時にも安全かつ安心して授乳する

ことができて、また外出時に調乳に不慣れな場

合などにも活用できますので、大変注目されて

いるわけであります。 

  ただ、先ほども御質問でお答えをいたしまし

たが、寒河江市におきましては今年度新たに、

ゼロ歳児を受け入れている市立保育所で備蓄し

ている液体ミルクのほかに、災害時でも不安な

く供給できるよう備蓄品として３日分を備蓄す

る準備を今進めているところでございます。 

  消費期限については、先ほど来ありましたけ

れども、国内のメーカーなどによって異なるよ

うでありますが、短いので６か月、長いもので

も１年となっているところでありまして、災害

時用に備蓄した場合も定期的にローリングして

保管していく必要があるとなっております。 

  どういうところに、御質問にお応えできるか

ということを考えているわけでありますけれど

も、市のほうでは今御案内のとおり、妊婦健診

あるいは出産前の教室の際に、災害時における

留意点に関する情報提供の中で液体ミルクにつ

いても紹介をしているところであります。そう

いう意味では、各家庭での防災への意識向上に

も取り組んでいるわけでありますが、御質問に

お応えできるような機会があるとすれば、今検

討しておりますのが、出産後に初めてとなる３

か月乳幼児健診の際に、希望される保護者の皆

さんに提供できるかどうか検討していければと

思います。 

  なかなかこの消費期限が短いことになります

ので、逆に消費期限を切れたものを使用してな

どということがあってはならないことになりま

すので、我々としてもそこは少し慎重に対応し

ていかなければならないということで、検討を

させていただきたいと思っているところであり

ます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 短いからこそ少しずつ、人に合

ったときに、必要なときに必要な時期を保存で

きるという、ストックできるということを考え

れば、分散的にしていくというのがこういう短

い期間の食品に関しては重要ではないかなと思

います。 

  東京都で出している「東京防災」という本が

あるんですけれども、この中に、家で日常備蓄

という考え方があるということで、少し日用品

と食品は多めに買っておいて、使いながら備蓄

していくという考え方が書いてあるんですけれ

ども、そういうのと同じような液体ミルクの扱

い方も考えられるのではないかと思います。 

  コロナ感染もあり、場合によってはやっぱり

自宅での避難が一番ということが言われており

ます。やっぱりミルク、おむつもこの本であり

ますと70枚とか、スティックミルクを準備する

ようにということがありますが、災害はどんな

形でやってくるか分かりません。それに予測不

能です。それを考えれば、備えに十分過ぎるこ

とはないと思います。 

  コロナ禍の中で、出産、育児、コロナだけで

も大変な時期に出産、育児をする若い世代に、

先ほど市長がおっしゃったように、安心して生

活できる環境を整えていくことが私たちの役割

ではないでしょうか。ぜひ御検討してください。 

  次なんですけれども、独り暮らしの高齢者や

要支援者の災害時の避難所への避難は、困難な

場合もあると思われます。災害によっては自宅

での避難が考えられます。 
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  市の備蓄品のアルファ米など、水の量によっ

てはおかゆなどにもなり、介護食としても利用

できるということがこの間の答弁でありました。

介護を受けていない独り暮らしの高齢者の方や

要支援の方がいる世帯、自宅で備蓄してもらい、

その後消費してもらうなど、ローリングストッ

クしていくという考え方で、例えば先ほど、５

年経過したものではなくて４年次に、買換え時

に、１年間を独り暮らしの高齢者や要支援の家

庭でストックしてもらい、期限前に消費しても

らうという形でのストックを考えるということ

はどうでしょうか。 

  ３密を考えると、今後、総合防災訓練も大き

くさま変わりしなければならなくなると思いま

す。ぜひ、先ほど市長もおっしゃっておりまし

たがアルファ化米など、おいしくないと思って

いる方が多くて、食べてみる機会もないと思い

ます。ぜひこういう時期だからこそ、各家庭で

そういう経験もして、皆さんが防災意識を高め

ていくということに活用できないか、お伺いい

たします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど古沢議員の御質問にもお

答えしましたが、梅雨に入りましたので、やっ

ぱり自然災害などがこれからいつ起こるか分か

らないという状況になってきました。そういう

ときに、発生時において独り暮らしの高齢者の

方あるいは要支援者の方などが避難所へ避難し

ていくことについては、先ほど来のお話にあり

ましたとおり、こういう状況でありますから困

難を要する場合が想定されると考えております。 

  そういうことで、マニュアルどおりに避難所

に避難される場合もありますし、また自宅の中

でより安全な場所へ避難していく自宅避難とい

う方法もあるということになりますから、それ

は災害時ではなくて平静なときに、平穏なとき

にいろんな検討をしていただいて、そういう確

認をしていただければなと思います。 

  食料のお話がありましたから、避難所から非

常食の支援、自宅の避難などされている場合に

ついても、そういう非常食の支援なども行う予

定にはしておりますが、基本的には日常から災

害に備えて各家庭で備蓄していただくなどとい

うことについては、自主防災会の訓練などを通

して我々のほうもお願いをしているところであ

ります。３日分ぐらいの非常食を備蓄をしてい

ただきたいということでございます。 

  我々の備蓄品も、避難者数全員の分を備蓄し

いるということには現実的にはしておらないわ

けですね。これは過去のいろんな災害の、ほか

の地域で起こった災害の例なども踏まえて、そ

の備蓄品の量というものを大体想定をして備蓄

をしているということになります。 

  そういう意味で、備蓄品の消費期限が近づい

たものについては、いろんな防災訓練などで活

用させていただいているということであります

が、ただ、太田議員御指摘のとおり、これまで

どおりに市の防災訓練が同じような形でできる

かどうかなどということはまだちょっと分から

ない状況があろうかと思います。そういう意味

で、要支援者の方あるいは独り暮らしの高齢者

の方などにそういった備蓄品を提供してはどう

かということで御提案がありましたが、これも

先ほどから申しあげておりますけれども、消費

期限が迫っているものをお譲りするという形に

なるのでは、やっぱりなかなかその管理、自己

責任で管理していただくということになります

ので、そこら辺はちょっとなかなか慎重になら

ざるを得ない。我々のほうとしても、そういう

懸念がありますので、そういうことにならない

ような状況の中でこういう備蓄品を有効活用し

ていくために、要支援者の方あるいは独り暮ら

しなどの方に配付をする、そして防災意識もま

た高めてもらうなどということが可能であれば

対応を検討していきたいと思っておりますので、

今後の検討課題とさせていただきたいと思いま
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す。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 ぜひ御検討をいただきたいと思

います。 

  最近、「新型コロナウイルス避難生活お役立

ちサポートブック」、このようなものが全国災

害ボランティア支援団体ネットワークというと

ころから出ております。予防や蔓延防止のため

に知っておきたいことをまとめたものです。ぜ

ひこういうものを重要なところを抜き出して、

市民の皆さんに意識を持っていただくとか、あ

と今日、小池百合子さんが今度は自衛だという

ことをおっしゃっておりましたが、災害に関し

てもやっぱり一番最初は自分が中心になって防

災の意識を持っていくということが重要だと私

も思っております。 

  地域の中で、昨年のマップを活用して、マッ

プを見て自分はどうしたらいいのかというのを

常々考えられるように、私もおうちの中で一番

目立つところに貼り出しております。ぜひ市民

の皆さんにもそういう意識が定着するように、

今後とも啓蒙活動を実施していただきたいと思

います。 

  私が子供の頃に、白岩で床上浸水や土砂災害

がありました。私と同じぐらいの子供が土砂災

害で亡くなるという痛ましい事故がありました。

その後、土砂災害の崩落防止のための防災工事

など行われましたが、そこを通るたびに私は、

子供でも、災害が起きると亡くなるんだとかと

いうのを、何か今になっても胸がちくちく痛む

ことがあります。 

  昨年の台風被害のときでも、御高齢の方が

「生まれて八十数年たつけれども、初めての経

験だ」と話されているシーンがテレビで何度も

流されておりました。今災害がないから大丈夫

だという考えは捨て、どんな災害が来ても大丈

夫だという備えをみんなで考えていくことが、

市民の安全を第一に備えることを希望して、質

問を終わります。 

 

   散    会    午前１１時２４分 

 

○柏倉信一議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまでした。 
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令和２年６月１５日（月曜日）第２回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  柏  倉  信  一  議員     ２番  太  田  陽  子  議員 

   ３番  鈴  木  み ゆ き  議員     ４番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  後  藤  健 一 郎  議員 

   ７番  伊  藤  正  彦  議員     ８番  渡  邉  賢  一  議員 

   ９番  古  沢  清  志  議員    １０番  佐  藤  耕  治  議員 

  １１番  太  田  芳  彦  議員    １２番  沖  津  一  博  議員 

  １３番  國  井  輝  明  議員    １４番  荒  木  春  吉  議員 

  １５番  木  村  寿 太 郎  議員    １６番  阿  部     清  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

大 沼 利 子  財 政 課 長  片 桐 勝 元  税 務 課 長 

土 田 理 一  建設管理課長  軽 部 修 一  慈恩寺振興課長 

鈴 木   隆  健康福祉課長  今 野 育 男  高齢者支援課長 

佐 藤   肇  学校教育課長     

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   議事日程第３号       第２回定例会 

   令和２年６月１５日（月）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第４０号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 議案４１号 寒河江市史跡慈恩寺旧境内総合交流施設の設置及び管理に関する条例の制定 

            について 

 〃  ３ 議第４２号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃  ４ 議第４３号 アイジー地域産業未来応援基金条例の制定について 

 〃  ５ 議第４４号 寒河江市市税条例の一部改正について 

 〃  ６ 議第４５号 寒河江市都市計画税条例の一部改正について 

 〃  ７ 議第４６号 寒河江市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

 〃  ８ 議第４７号 寒河江市国民健康保険条例の一部改正について 

 〃  ９ 議第４８号 寒河江市国民健康保険税条例の一部改正について 

 〃 １０ 議第４９号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 

 〃 １１ 議第５０号 市道路線の認定について 

 〃 １２ 質疑 

 〃 １３ 予算特別委員会設置 

 〃 １４ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第１、議第40号令和２年度

寒河江市一般会計補正予算（第７号）から日程

第11、議第50号市道路線の認定についてまでの

11案件を一括議題といたします。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第12、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質
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疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、議第40号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）に対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第41号寒河江市史跡慈恩寺旧境内総

合交流施設の設置及び管理に関する条例の制定

についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第42号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてに対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第43号アイジー地域産業未来応援基

金条例の制定についてに対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第44号寒河江市市税条例の一部改正

について対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第45号寒河江市都市計画税条例の一

部改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第46号寒河江市後期高齢者医療に関

する条例の一部改正についてに対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第47号寒河江市国民健康保険条例の

一部改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第48号寒河江市国民健康保険税条例

の一部改正についてに対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第49号寒河江市介護保険条例の一部

改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第50号市道路線の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○柏倉信一議長 日程第13、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第40号令和２年度寒河江市一般会計補正予

算（第７号）については、議長を除く15人を委

員に選任して構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することにしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第40号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）については、予算特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査すること

に決しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第14、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す委員会付託案件表のとおりそれぞれ所管の委

員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 

議第４１号、議第４２号、

議第４４号、議第４５号、

議第４８号、議第５０号 

厚生文教常任委員会 
議第４３号、議第４６号、

議第４７号、議第４９号 

予算特別委員会 議第４０号 
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   散    会    午前９時３４分 

 

○柏倉信一議長 以上で本日の日程は終了いたし

ました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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令和２年６月２２日（月曜日）第２回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  柏  倉  信  一  議員     ２番  太  田  陽  子  議員 

   ３番  鈴  木  み ゆ き  議員     ４番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  後  藤  健 一 郎  議員 

   ７番  伊  藤  正  彦  議員     ８番  渡  邉  賢  一  議員 

   ９番  古  沢  清  志  議員    １０番  佐  藤  耕  治  議員 

  １１番  太  田  芳  彦  議員    １２番  沖  津  一  博  議員 

  １３番  國  井  輝  明  議員    １４番  荒  木  春  吉  議員 

  １５番  木  村  寿 太 郎  議員    １６番  阿  部     清  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  企画創成課長  大 沼 利 子  財 政 課 長 

片 桐 勝 元  税 務 課 長  武 田 新 二  
防災危機管理 
課 長 

土 田 理 一  建設管理課長  門 口 隆 太  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

後 藤 芳 和  商工推進課長  軽 部 修 一  慈恩寺振興課長 

鈴 木   隆  健康福祉課長  今 野 育 男  高齢者支援課長 

小 林 博 之  子育て推進課長  佐 藤   肇  学校教育課長 

船 田 孝 夫  監 査 委 員     

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   議事日程第４号       第２回定例会 

   令和２年６月２２日（月）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 諸般の報告 

      （１）第９６回全国市議会議長会定期総会の報告について 

 〃  ２ 全国市議会議長会表彰状及び感謝状伝達 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 ３ 議第４０号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ４ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ５ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第 ６ 議第４１号 寒河江市史跡慈恩寺旧境内総合交流施設の設置及び管理に関する条例の制定 

            について 

 〃  ７ 議第４２号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃  ８ 議第４４号 寒河江市市税条例の一部改正について 

 〃  ９ 議第４５号 寒河江市都市計画税条例の一部改正について 

 〃 １０ 議第４８号 寒河江市国民健康保険税条例の一部改正について 

 〃 １１ 議第５０号 市道路線の認定について 

 〃 １２ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第１４ 議第４３号 アイジー地域産業未来応援基金条例の制定について 

 〃 １５ 議第４６号 寒河江市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

 〃 １６ 議第４７号 寒河江市国民健康保険条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第４９号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 

 〃 １８ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １９ 質疑・討論・採決 

 

日程第２０ 議第５１号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第８号） 

 〃 ２１ 議案説明 

 〃 ２２ 委員会付託 

 〃 ２３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 
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   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時５０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。木村議会運営委員長。 

   〔木村寿太郎議会運営委員長 登壇〕 

○木村寿太郎議会運営委員長 おはようございま

す。 

  本日の会議運営につきましては、去る６月19

日、委員６名全員出席並びに関係者出席の下、

議会運営委員会を開催し、協議いたしましたの

で、その結果について御報告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、諸般の報告、全国市議会議長会

表彰状及び感謝状伝達、議第51号令和２年度寒

河江市一般会計補正予算（第８号）の３案件で

あります。 

  このことにより、議事の日程の一部変更が必

要となります。日程変更の詳細につきましては、

お示ししております日程表のとおり変更となり

ます。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は、議会運営委員長

報告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第４号によって進め

てまいります。 

 

諸 般 の 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第１、諸般の報告でありま

す。 

  （１）第96回全国市議会議長会定期総会の報

告については、お示ししております文書によっ

て御了承願います。 

 

全国市議会議長会表彰状及び感謝状伝達 

 

○柏倉信一議長 日程第２、全国市議会議長会表

彰状及び感謝状伝達であります。 

  伝達について、事務局長から申しあげます。 

○高林雅彦事務局長 それでは、私から申しあげ

ます。 

  去る５月27日、第96回全国市議会議長会定期

総会におきまして、本市議会から木村寿太郎議

員が議員在職15年以上の表彰を受けられました。 

  また、全国市議会議長会評議員としての功績

に対し、柏倉信一議長に感謝状が贈呈されてお

りますので、伝達を行います。 

  初めに、表彰状の伝達を行います。 

  木村寿太郎議員、御登壇お願いいたします。 

   〔木村寿太郎議員 登壇〕 
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○柏倉信一議長 表彰状。寒河江市、木村寿太郎

殿。 

  あなたは市議会議員として15年市政の振興に

努められ、その功績は著しいものがありますの

で、第96回定期総会にあたり、本会表彰規程に

よって表彰いたします。 

  令和２年５月27日。全国市議会議長会会長野

尻哲雄。 

  おめでとうございます。（拍手） 

  〔表彰状伝達〕 

○高林雅彦事務局長 次に、感謝状の伝達を行い

ます。 

  感謝状の伝達につきましては、阿部 清副議

長よりお願いいたします。 

   〔柏倉信一議長 登壇〕 

○阿部 清副議長 感謝状。寒河江市、柏倉信一

殿。 

  あなたは全国市議会議長会評議員として会務

運営の重責にあたられ、本会の使命達成に尽く

された功績は誠に顕著なものがありますので、

第96回定期総会にあたり、深甚な感謝の意を表

します。 

  令和２年５月27日。全国市議会議長会会長野

尻哲雄。 

  おめでとうございます。（拍手） 

  〔感謝状伝達〕 

○高林雅彦事務局長 以上で、表彰状及び感謝状

の伝達を終わります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第３、議第40号令和２年度

寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題と

いたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第４、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。渡邉予算特

別委員長。 

   〔渡邉賢一予算特別委員長 登壇〕 

○渡邉賢一予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第40

号令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第７

号）であります。 

  ６月15日、委員15名全員出席、当局からは市

長をはじめ関係課長等出席の下、委員会を開会

し、議第40号を議題とし、質疑の後、各分科会

に分担付託し審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第40号を採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第５、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  討論を終結いたします。 

  これより議第40号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第40号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第６、議第41号寒河

江市史跡慈恩寺旧境内総合交流施設の設置及び

管理に関する条例の制定についてから日程第11、

議第50号市道路線の認定についてまでの６案件

を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第12、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。佐藤総

務産業常任委員長。 

   〔佐藤耕治総務産業常任委員長 登壇〕 

○佐藤耕治総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、６月15日、委員全員出席し、開

会いたしました。 

  付託されました案件は、議第41号、議第42号、

議第44号、議第45号、議第48号及び議第50号の

６案件であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに議第

50号の審査を行い、次に議第41号、議第42号、

議第44号、議第45号、議第48号の順で審査をす

ることを諮り、異議なく承認され、そのように

審査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第50号市道路線の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました

が、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第41号寒河江市史跡慈恩寺旧境内総

合交流施設の設置及び管理に関する条例の制定

についてを議題とし、当局の説明を求め質疑に

入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議第42号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  次に、議第44号寒河江市市税条例の一部改正

についてを議題とし、当局の説明を求め質疑に

入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議第45号寒河江市都市計画税条例の一

部改正についてを議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第48号寒河江市国民健康保険税条例

の一部改正についてを議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 



 - 76 - 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第41号寒河江市史跡慈恩寺旧境内総合交流

施設の設置及び管理に関する条例の制定につい

て、議第42号寒河江市特別職に属する者の給与

等に関する条例の一部改正について、議第44号

寒河江市市税条例の一部改正について、議第45

号寒河江市都市計画税条例の一部改正について、

議第48号寒河江市国民健康保険税条例の一部改

正について及び議第50号市道路線の認定につい

ての６案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの６案件に対する委員長報告は、い

ずれも可決であります。 

  ６案件は、委員長報告のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第41号、議第42号、議第44号、議

第45号、議第48号及び議第50号の６案件は原案

のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第14、議第43号アイ

ジー地域産業未来応援基金条例の制定について

から日程第17、議第49号寒河江市介護保険条例

の一部改正についてまでの４案件を一括議題と

いたします。 

 

厚生文教常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第18、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。古沢厚

生文教常任委員長。 

   〔古沢清志厚生文教常任委員長 登壇〕 

○古沢清志厚生文教常任委員長 厚生文教常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、６月15日、委員全員出席し、開

会いたしました。 

  付託されました案件は、議第43号、議第46号、

議第47号及び議第49号の４案件であります。 

  また、議会運営委員会から付託された陳情第

２号、陳情第３号の２案件についても審査を行

いました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第43号アイジー地域産業未来応援

基金条例の制定についてを議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「この寄附の趣旨については、第１

番目に地域全体のものづくりへの意欲向上とさ

れているが、学校への電子黒板購入という使い

方は、その趣旨に合致しているのか」との問い

があり、当局より「アイジー工業株式会社様か

ら、ものづくりに関する教育に加え、次代を担

う子供たちの育成に使用してほしいという意向

があったことを踏まえて、今回教育委員会のほ

うで活用させていただくことになります」との

答弁がありました。 

  委員より「電子黒板の具体的な設置予定数

は」との問いがあり、当局より「幸生小学校を

除く各小中学校１台合計12台の購入を考えてお

ります。なお、幸生小学校については、学校と



 - 77 - 

相談の上、設置対象から除いております」との

答弁がありました。 

  委員より「基金の残金の活用方法を伺う」と

の問いがあり、当局より「現在のところ予定は

ありませんが、今後有効に活用できる目的が生

じればその都度使用していきます」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第46号寒河江市後期高齢者医療に関

する条例の一部改正についてを議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第47号寒河江市国民健康保険条例の

一部改正についてを議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、  

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第49号寒河江市介護保険条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、陳情第２号看護師の全国を適用地域と

した特定最低賃金の新設を求める意見書の提出

に関する陳情を議題とし、担当書記による陳情

文書朗読の後、審査に入りましたが、意見等も

なく、委員の申出により自由討議に入りました。 

  主な内容を申しあげます。 

  委員より「陳情では賃金の上昇が職場環境の

改善につながるとされているが、医療福祉分野

は他の産業よりも賃金の上昇率がよく、宿泊業、

飲食業、製造業などと比べても低いとは言えな

い水準である。大変苦労されている他の業種の

ことも議論せずに医療福祉分野だけ上げる、特

定の業種だけ上げるというのはいかがなもの

か」との意見がありました。 

  委員より「同一労働については同一賃金が望

ましく、特にこのような特殊な国家資格を持っ

ている職種に関しては同一賃金にする必要があ

る。このコロナ禍の中でも、月に６回も夜勤を

したり、おなかに子供を抱えながら働いている

方がいる。そのような労働者へ正当な評価をす

べきだし、これが誘い水となって他業種の賃金

水準の底上げになるのではないか」との意見が

ありました。 

  委員より「地域によって賃金に格差があるこ

とが一番の問題である。格差社会、貧富の差等

を原因として東京のほうに人材が集中している

ので、山形でも東京でも同一の賃金であるほう

が世の中がうまくいくのではないか。同一賃金

は当然必要である」との意見がありました。 

  委員より「このコロナ禍において、国、県、

各市町村が民間の企業を助けるために多額の支

出をして頑張っているときに賃金を上げる余裕

はないのではないか。まずは雇用を守ることが

優先である」との意見がありました。 

  次に、討論に入りました。 

  主な討論の内容を申しあげます。 

  委員より「看護師に対する処遇改善は必要で

あるが、その解決策を最低賃金という制度だけ

に求めるべきではなく、別途ほかの政策をもっ

てその改善に取り組むべきである。看護師の賃

金水準は他の業種と比較し低いとは言えない水

準であり、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、国、県、各市町村が企業を守り、企業もま

た生き残りをかけて戦っている現状において、

必要なことは賃金を上げることではなく、企業

そして雇用を守ることである。最低賃金を上げ

ることについては、特定の業種だけに限定する

のではなく、他産業も含め公平・公正に議論す

る必要があると考える。そのため、このたびの

陳情には反対である」という旨の反対討論があ

りました。 

  委員より「病院の看護師の労働は本当に過酷
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であり、常に人手不足、忙しい状況が続いてい

る。今後の医療従事者の安定的な人材確保のた

めにも、全国同一賃金の問題は避けられないも

のである。コロナ禍の今だからこそ、医療体制

を充実させ看護師不足を解消し、首都圏への人

材の一極集中リスクを緩和するために、この陳

情は重要であると考えるため賛成である」とい

う旨の賛成討論がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成少数をもっ

て不採択と決しました。 

  次に、陳情第３号介護従事者の全国を適用地

域とした特定最低賃金の新設を求める意見書の

提出に関する陳情を議題とし、担当書記による

陳情文書朗読の後、審査に入りましたが、意見

等もなく、委員の申出により自由討議に入りま

した。 

  主な内容を申しあげます。 

  委員より「介護従事者の人材確保については、

賃金だけではなく職場環境や雇用体系にも問題

点があるとは思うが、同一の労働に対し賃金の

格差が生じている点に大きな問題があるのでは

ないか」との意見がありました。 

  委員より「宿泊業、飲食業、さらに厳しい状

況にある最低賃金を上げることについては、他

産業も含め公平・公正に議論をしていく必要が

あると考える」との意見がありました。 

  次に、討論に入りました。 

  討論の内容を申しあげます。 

  委員より「介護従事者に対する処遇改善は必

要であるが、その解決策を最低賃金という制度

だけに求めるべきではなく、別途ほかの政策を

もってその改善に取り組むべきである。介護従

事者の賃金水準は他の業種と比較し低いとは言

えない水準であり、新型コロナウイルス感染症

対策として、国、県、各市町村が企業を守り、

企業もまた生き残りをかけて戦っている現状に

おいて、必要なことは賃金を上げることではな

く、企業そして雇用を守ることである。最低賃

金を上げることについては、特定の業種だけに

限定するのではなく、他産業も含め公平・公正

に議論する必要があると考える。そのため、こ

のたびの陳情には反対である」という旨の反対

討論がありました。 

  委員より「介護福祉の現場の過酷さは人手不

足が原因と考えられる。特に現在のコロナ禍で

は、慢性的な人手不足の中で自身が感染者にな

らないことだけでなく、家族、利用者の安全を

も守らなければならない。本当にぎりぎりの中

で働いている。今だからこそ介護福祉の現場で

働く者に光を当ててほしい。また、介護を目指

す多くの若者が山形で働ける環境を整えるため

にも賃金の問題は重要である。希望を持って働

ける介護福祉の現場になることを望んで、この

陳情に賛成する」という旨の賛成討論がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成少数をもっ

て不採択と決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第19、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 委員長報告の中で、不採択とな

った陳情第２号、第３号について、委員長に御

質問を２点させていただきたいと思います。 

  まず、１点目。常任委員会の前段に行われた

常任委員会の協議会の中では、この陳情につい

て前向きな意見もあって、常任委員会で議論す

べきだというふうなことだったと聞いておりま

すけれども、それと違う議論になったというこ

とで、１つ目は、先般の全員協議会での議論を

踏まえ、今議会の行政報告にもあるとおり、来
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年度、国県に対する重要事業の要望事項につい

て、看護職員・介護職員の人材確保、特に離職

や県外流出の防止の施策を求めていることに対

して矛盾する、整合性がないというふうに思わ

れるわけですけれども、委員会の中でそうした

議論があったのか、お聞きしたいのが１点目で

す。 

  ２つ目は、現在、市立病院と県立河北病院の

統合再編課題が大きくクローズアップして、市

民の関心が高まっている中にあって、地域医療

を守る最後のとりでと市長もおっしゃっている

中で、この不採択になること自体がマイナスに

なるということを常任委員会の皆さんが委員会

で認識されなかったのかどうか、そうした議論

もあったのかどうか、御質問させていただきま

す。以上です。 

○柏倉信一議長 古沢厚生文教常任委員長。 

○古沢清志厚生文教常任委員長 お答えいたしま

す。 

  最初の質問に関しては、前段では審議をする

かしないかの委員会の協議会でありまして、賛

成か反対かに迷った議員がおられまして、やは

り賛成と反対の意見を聞いてみたいということ

でいろいろな審議がなされまして、最終的には

自分が持っている考えと同じであったというこ

とで、最終的には不採択と、そういうふうな意

見になったと思います。 

  ２番目の質問に関しましては、意見は出ませ

んでした。以上でございます。 

○柏倉信一議長 ほかにありませんか。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 再質問させていただきますけれ

ども、私が１点目で御質問させていただいたの

は、来年度、国県に対する重要事業の要望事項

について、看護・介護職員の人材確保、特に離

職や県外流出の防止のために国県に対して本市

があらゆる施策を求めていることに対する、こ

の重要な課題についての御認識の下、そうした

ことに対する矛盾、そういった整合性がないの

ではないかということで、そういう議論がなか

ったかどうかお聞きしたところであります。 

  ２つ目については、分かりました。以上です。 

○柏倉信一議長 古沢委員長。 

○古沢清志厚生文教常任委員長 お答えいたしま

す。 

  １番目の質問に関しては、意見がございませ

んでした。以上でございます。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第43号アイジー地域産業未来応援基金条例

の制定について、議第46号寒河江市後期高齢者

医療に関する条例の一部改正について、議第47

号寒河江市国民健康保険条例の一部改正につい

て及び議第49号寒河江市介護保険条例の一部改

正についての４案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの４案件に対する委員長報告は、い

ずれも可決であります。 

  ４案件は、委員長報告のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第43号、議第46号、議第47号及び

議第49号の４案件は原案のとおり可決されまし

た。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第20、議第51号令和

２年度寒河江市一般会計補正予算（第８号）を

議題といたします。 

 

議 案 説 明 
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○柏倉信一議長 日程第21、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  それでは、私から、議第51号令和２年度寒河

江市一般会計補正予算（第８号）について御説

明を申しあげます。 

  このたびの補正予算は、新型コロナウイルス

感染症に係る国県の施策を受け、寒河江市にお

いての対策を推進するため、医療関係などの事

業所が行う感染予防に関する施設整備などを支

援する新型コロナウイルス感染予防緊急対策事

業費の計上及び児童生徒が家庭において学習を

継続できる環境を整備する小中学校ＩＣＴ活用

支援事業費などの追加などを行うものでござい

ます。 

  その結果、歳入歳出それぞれ５億8,496万円

を追加し、予算総額を281億2,171万円とするも

のでございます。 

  以上、御説明申しあげましたが、詳細につき

ましては担当課長より説明申しあげますので、

よろしく御審議の上、御可決くださいますよう

お願い申しあげる次第であります。 

○柏倉信一議長 大沼財政課長。 

   〔大沼利子財政課長 登壇〕 

○大沼利子財政課長 私から、令和２年度寒河江

市一般会計補正予算（第８号）の詳細について

御説明を申しあげます。 

  初めに、歳入について御説明をいたしますの

で、４ページの事項別明細書を御覧ください。 

  15款国庫支出金２項国庫補助金２目民生費国

庫補助金は、ひとり親家庭等緊急支援事業給付

金に係る国からの補助金2,622万7,000円を計上

するものです。 

  同じく、５目教育費国庫補助金は、小中学校

の児童生徒全員に１台ずつタブレットパソコン

を整備するための国からの補助金１億111万

5,000円を計上するものです。 

  16款県支出金２項県補助金１目総務費県補助

金は、県外在住学生に食の支援としてふるさと

の産品を送る事業に係る県からの補助金100万

円を計上するものです。 

  ２目民生費県補助金は、生活困窮者「食」の

支援事業として米を支給する経費に係る県から

の補助金114万3,000円を計上するものです。 

  ４目農林水産業費県補助金は、花卉生産者の

苗購入への支援などに係る県からの補助金887

万8,000円を追加するものです。 

  ６目教育費県補助金は、小学校の社会科見学

で利用する貸切りバスの経費に係る県からの補

助金35万円を計上するものです。 

  ８目商工費県補助金は、市内事業所へ感染予

防に要した経費の一部支援などを実施する地域

経済緊急対策事業に係る県からの補助金6,200

万円を計上するものです。 

  19款繰入金１項基金繰入金２目まちづくり基

金繰入金は、児童生徒のタブレット整備などの

財源とするため、まちづくり基金からの繰入金

２億3,009万7,000円を計上するものです。 

  ９目財政調整基金繰入金は、このたびの補正

予算で実施する事業の財源の一部として、財政

調整基金からの繰入金１億5,415万円を追加す

るものです。 

  歳入は以上でございます。どうぞよろしくお

願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 武田企画創成課長。 

   〔武田伸一企画創成課長 登壇〕 

○武田伸一企画創成課長 私から、歳出について

御説明を申しあげます。 

  歳出予算事項別明細書の５ページをお開きく

ださい。 

  企画創成課所管に係る歳出の内容について御

説明を申しあげます。 

  ２款１項６目企画費10節需用費の移住定住推
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進事業についてでありますが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大により経済的な影響を受けてい

る本市出身の県外在住の学生に対しまして、県

と連携し、食の提供を行い支援するものであり

ます。 

  内容は、送料などを含め総額１万円の食料品

限定ギフトとし、できるだけ本市産の寒河江セ

レクトのようなふるさと便にしたいと考えてお

ります。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○柏倉信一議長 小林子育て推進課長。 

   〔小林博之子育て推進課長 登壇〕 

○小林博之子育て推進課長 私からは、３款民生

費２項児童福祉費２目母子福祉費について御説

明申しあげます。 

  ひとり親家庭等緊急支援事業は、国の第２次

補正予算に基づく給付金を給付するもので、寒

河江市一般会計補正予算（第５号）で計上した

事業費に追加することとしております。 

  具体的には、新型コロナウイルス感染症の影

響により、子育てと仕事を独りで担う低所得の

独り親世帯等の方の経済的な負担増加や収入の

減少に対する支援を行うため、１世帯当たり５

万円、第２子以降については１人につき３万円

を加算した額を基本給付として支給するもので、

給付に関する事務経費などを含め1,816万3,000

円を追加するものです。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 鈴木健康福祉課長。 

   〔鈴木 隆健康福祉課長 登壇〕 

○鈴木 隆健康福祉課長 続きまして、３款３項

生活保護費は、山形県生活困窮者等「食」の支

援事業の扶助費228万7,000円を追加するもので

す。 

  これは、新型コロナウイルス感染症の影響を

受け休業・失業などした生活困窮者を支援する

ため、県社会福祉協議会が実施している生活福

祉資金の特例貸付けを受けた世帯を対象に、県

産米の「はえぬき」60キログラムを支給するた

めの経費を計上するものです。 

  続きまして、４款１項保健衛生費は、新型コ

ロナウイルス感染予防緊急対策事業の補助金

4,220万円を追加するものです。 

  これは、市内の開業医、柔道整復業、はり・

きゅう・マッサージ業等の医療関連事業所及び

介護サービス事業所や障がい福祉サービス施設

に対しまして、新型コロナウイルス感染予防の

ために、マスク等の消耗品、また施設整備に要

した経費の一部を支援するため、各施設等の従

業者数に応じまして最高100万円を補助するた

めの経費を計上しております。 

  以上、御説明申しあげましたが、よろしくお

願いいたします。 

○柏倉信一議長 門口農林課長。 

   〔門口隆太農林課長（併）農業委員会事務

局長 登壇〕 

○門口隆太農林課長（併）農業委員会事務局長  

  私からは、６ページを御覧いただきたいと思

います。 

  ６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費

の果樹園芸作物等生産振興対策事業と農畜産物

ブランド緊急応援事業の２点について御説明い

たします。 

  果樹園芸作物等生産振興対策事業では、市場

価格低迷により次期作の種苗更新が困難になる

花卉農家の再生産の確保に向け、次期作のため

に必要な種苗購入経費の支援などを実施するた

め、1,394万3,000円を追加するものでございま

す。 

  農畜産物ブランド緊急応援事業では、新型コ

ロナウイルス感染症による販売価格への影響が

懸念されるさくらんぼに対して、県が実施する

価格安定対策事業に参加し、生産者に対する減

収補塡を行うことで再生産等に向けた経営安定

を図ります。また、県内外から多くの方が訪れ

る市内観光果樹園等の安全対策の一層の強化を
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図るため、非接触型体温計を購入し、貸出しを

行います。これらの所要額として4,763万6,000

円を追加しております。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○柏倉信一議長 後藤商工推進課長。 

   〔後藤芳和商工推進課長 登壇〕 

○後藤芳和商工推進課長 私から、第７款商工費

について御説明いたします。 

  引き続き、事項別明細書６ページを御覧くだ

さい。 

  １項商工費２目商工振興費は、山形県と連携

して新型コロナウイルス感染症に係る地域経済

対策緊急事業を実施するため、１億2,325万円

を追加するものです。 

  内訳について御説明いたします。 

  12節委託料は、市内飲食店や旅館、ホテル事

業者が感染拡大防止対策を実践するため、研修

会開催やコロナ対策宣言店のステッカー作成を

委託するための費用として125万円を追加し、

18節負担金、補助及び交付金は、事業者の雇用

調整助成金の申請代行に係る社会保険労務士等

への手数料の一部を補助する雇用調整助成金申

請代行補助事業、新・生活様式を推進するべく、

中小企業がオンライン商談会などの環境整備を

行う場合に支援するオンライン化促進支援事業、

感染症拡大防止のため、市内の事業所に対して

予防対策に要した経費の一部を支援する新・生

活様式対応支援事業に係る補助金として１億

2,200万円を計上するものです。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 武田防災危機管理課長。 

   〔武田新二防災危機管理課長 登壇〕 

○武田新二防災危機管理課長 私からは、防災対

策事業について御説明申しあげます。 

  事項別明細書６ページを御覧ください。 

  ９款１項５目の災害対策費につきまして御説

明申しあげます。 

  10節需用費、消耗品費84万7,000円につきま

しては、災害発生時における避難所開設の際、

新型コロナウイルス感染症などの予防対策のた

め、消毒関係、段ボールベッド、段ボールベッ

ド用パーティション、非接触型体温計などの必

要な物資について備蓄を行うため購入するもの

であります。 

  11節役務費７万2,000円につきましては、購

入する消耗品の送料であります。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

○柏倉信一議長 佐藤学校教育課長。 

   〔佐藤 肇学校教育課長 登壇〕 

○佐藤 肇学校教育課長 第10款第１項第３目教

育指導援助費について御説明申しあげます。 

  まず、特色ある学校づくり推進事業ですが、

山形県の６月補正予算で小学校における社会科

見学の３密対策への支援ということで、山形県

庁等の社会科見学を行う場合、掛かり増しした

分のバスの借り上げ料を補助するもので、大型

バス５台分で35万円を計上するものです。 

  次に、小中学校ＩＣＴ活用支援事業ですが、

このたびの国の第２次補正予算において、ＧＩ

ＧＡスクール構想の実現として１人１台端末や、

ＩＣＴ端末を活用した家庭学習のための環境整

備を早急に行うことへの要請があり、これらの

経費を追加するものです。 

  具体的には、児童生徒１人１台端末の実現の

ため、3,393台のタブレットを整備する経費と、

Ｗｉ－Ｆｉ環境の整っていない生活困窮家庭等

に通信機器を貸与するためにモバイルルーター

を購入する経費、そして学校からの遠隔学習機

能を強化するため、学校で使用するウェブカメ

ラやスピーカーフォンを整備する経費、合わせ

て３億3,121万2,000円を計上するものです。 

  以上でございます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第22、委員会付託でありま
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す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第51号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第23、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第51号について質疑はありませんか。後藤

議員。 

○後藤健一郎議員 それでは、私から、10款１項

３目についてお伺いしたいと思います。 

  こちらの小中学校ＩＣＴ活用支援事業につい

てでございます。 

  私も、多分ここにいる方も多く見ていらっし

ゃると思いますが、５月11日に文科省がユーチ

ューブでライブ配信しました「学校の情報環境

整備に関する説明会」というのを私もしっかり

見させていただきました。内容は非常に力強い

メッセージであり、また、予算を前倒しして確

保するので、今すぐにでも端末整備をやってほ

しいという非常に強力に背中を押す内容でござ

いました。それを受けて今回の補正予算だと思

いますけれども、２点ほどお伺いさせていただ

きます。 

  まず１点目、国で１台４万5,000円まで補助

をするということで、各メーカーもその予算内

で買える学習者用端末、大きく分けると３タイ

プ用意されているわけなんですけれども、具体

的な機器の選定というのはもうされていらっし

ゃるのでしょうか。 

  そして、もう１点、今回県内でも同様の議案

が採決されておりますし、また日本国内で一斉

にこのような動きがあって、需要が今急激に伸

びていると思います。しかしながら、メーカー

の工場の稼動はコロナの影響も受けるなど、ち

ょっと端末の整備について時間がかかるのでは

ないかと不安に思っているのですが、その点に

ついていかがでしょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤学校教育課長。 

○佐藤 肇学校教育課長 お答え申しあげます。 

  まず、第１点目につきましてですけれども、

国のモデルでは、マイクロソフト、グーグル、

アップルの３社のそれぞれの３つのＯＳから、

各自治体が学校の活用を想定して仕様書を作成

することとしておりますけれども、本委員会で

はマイクロソフトを活用することで考えており

ます。 

  あと、第２点目ですけれども、国の指導もあ

りましたけれども、早急に小学校６年生、そし

て中学校３年生を先に整備するということがご

ざいましたので、時間がかかる場合につきまし

ては、小学校６年生と中学３年生を優先的に整

備するというふうに考えております。以上です。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 分かりました。当市では、ウ

インドウズプラスオフィスというタイプでやっ

ていくということですので、ある意味、先生た

ちが一番慣れているシステムをお使いになるの

ではないかと思います。 

  運用については、これからだんだん決めてい

くと思うんですけれども、できれば、緊急時の

通信手段というだけではなくて通常から使用し

ていただいて、学習効果を上げるようなツール

の一つとしてふだん使いでできるだけ使ってい

ただければと思います。以上です。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。伊

藤議員。 

○伊藤正彦議員 企画費の移住定住推進事業につ

いてお伺いいたします。 

  県外在住の本市出身学生に対してということ

で約500名の方を支援するという内容だと思う
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んですけれども、県外在住の本市出身学生、対

象となる学生というのはいろんな種類の学生が

あると思うんですが、大学生、短大生、専門学

校生、全て対象となるのかどうか。 

  それと、住民票を市に置いている、あるいは

今住んでいるところに移した、いずれの方も対

象となるのかどうかお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 武田企画創成課長。 

○武田伸一企画創成課長 お答えいたします。 

  学生の対象になる方々につきましては、大学、

大学院、短期大学、専修学校、それから予備学

校等に通学している学生が対象になります。 

  それから、住民票の関係でございますが、保

護者の方がこちらに在住していれば、仮に学生

の方が県外に住所を異動しても対象になるとい

うことでございます。以上でございます。 

○柏倉信一議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ありがとうございます。 

  この市産米等を提供する手段、送料込みで１

人１万円という説明でしたけれども、例えば親

元に送るのか、実際学生が住んでいるところに

送るのか、あると思うんですけれども、それは

どうなのか。 

  あと、学生、実際住んでいるところに送ると

すれば、その住居はどうやって把握されるのか、

支障がなければお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 武田企画創成課長。 

○武田伸一企画創成課長 この送付先につきまし

ては、実際にお住まいになられているところに

送付する予定でございます。地元におられる保

護者の方のほうには送付する予定はございませ

ん。 

  それから、確認方法でございますけれども、

申請時に学生証の写し、それからアパート、寮

などに居住していることが分かる書類、例えば

電気代とかの請求書、賃貸借契約書などの写し

も添付していただきたいなと考えてございます。

以上です。 

○柏倉信一議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ありがとうございました。せっ

かくこうやって支援するわけですので、漏れな

く把握していただいて、学生が助かる方向でや

っていただければと思います。終わります。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第51号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第８号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第51号は原案のとおり可決されま

した。 

 

   閉    会    午前１０時５６分 

 

○柏倉信一議長 これにて令和２年第２回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 
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    寒河江市議会議長   柏  倉  信  一 

 

 

    会議録署名議員   太  田  陽  子 

 

 

    会議録署名議員   古  沢  清  志 
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令和２年６月１５日（月曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  伊  藤  正  彦  委員 

   ８番  渡  邉  賢  一  委員     ９番  古  沢  清  志  委員 

  １０番  佐  藤  耕  治  委員    １１番  太  田  芳  彦  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  國  井  輝  明  委員 

  １４番  荒  木  春  吉  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  阿  部     清  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  武 田 伸 一  企画創成課長 

大 沼 利 子  財 政 課 長  土 田 理 一  建設管理課長 

小 関 光 彦  
商工推進課長 
補 佐  佐 藤   肇  学校教育課長 

柏 倉 信 一  生涯学習課長     

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第１号  第２回定例会 

   令和２年６月１５日（月）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第４０号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 質疑 

 〃  ４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会     午前９時４８分 

 

○渡邉賢一委員長 ただいまから予算特別委員会

を開会いたします。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、議第40号令和２年

度寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○渡邉賢一委員長 日程第２、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  議案説明は本会議において受けておりますの

で、この際省略することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○渡邉賢一委員長 日程第３、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

に関わる部分に絞って発言され、また、執行部

におきましても、質問者の意をよく捉えられ、

簡潔にして適切に答弁されますよう御協力をお

願いいたします。 

  それでは、初めに、議第40号第１表中歳入全

部について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  次に、歳出第７款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第40号第２表について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○渡邉賢一委員長 日程第４、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す分科会分担付託案件表のとおり、それぞれの

分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分 科 会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第４０号第１表中歳入全

部、歳出第１款、歳出第２

款、歳出第７款、歳出第８

款、第２表 

厚生文教分科会 
議第４０号第１表中歳出第

１０款 

 

 

   散    会     午前９時５０分 

 

○渡邉賢一委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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令和２年６月２２日（月曜日）予算特別委員会 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  伊  藤  正  彦  委員 

   ８番  渡  邉  賢  一  委員     ９番  古  沢  清  志  委員 

  １０番  佐  藤  耕  治  委員    １１番  太  田  芳  彦  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  國  井  輝  明  委員 

  １４番  荒  木  春  吉  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  阿  部     清  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  武 田 伸 一  企画創成課長 

大 沼 利 子  財 政 課 長  土 田 理 一  建設管理課長 

後 藤 芳 和  商工推進課長  佐 藤   肇  学校教育課長 

柏 倉 信 一  生涯学習課長     

○事務局職員出席者 

高 林 雅 彦  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

兼 子 拓 也  総 務 係 主 任  古 谷 駿 幸  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第２回定例会 

   令和２年６月２２日（月）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第４０号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○渡邉賢一委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、議第40号令和２年

度寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○渡邉賢一委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。佐藤総務産業分科会委員長。 

  〔佐藤耕治総務産業分科会委員長 登壇〕 

○佐藤耕治総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、６月15日、委員全員出席し、開

会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第40号第１表

中歳入全部、歳出第１款、歳出第２款、歳出第

７款及び歳出第８款並びに第２表であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第40号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「寄附金のうち、ふるさと納税の増

加については、コロナ禍の外出自粛によりイン

ターネットによる寄附者が増えたということだ
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と思うが、今後の見通しはどうか」との問いが

あり、当局より「今後は若干の景気の影響など

も出ると思われますが、現在のところは昨年に

比べて好調な実績となっています」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第40号第１表中歳出第１款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第40号第１表中歳出第２款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第40号第１表中歳出第７款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第40号第１表中歳出第８款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第40号第２表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。古沢厚生文教分科会委員長。 

  〔古沢清志厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○古沢清志厚生文教分科会委員長 おはようござ

います。 

  厚生文教分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、６月15日、委員全員出席し、開

会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第40号第１表

中歳出第10款であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第40号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）第１表中歳出第10款を議

題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「電子黒板を600万円で購入した後

の基金の残額を10款１項２目の事務局費に積立

金として計上しているが、このことにより基金

の使い道が限定されてしまうことはないのか」

との問いがあり、当局より「基金の趣旨がもの

づくりに関する教育に使用するというものなの

で、教育委員会全体として有効活用していきた

いと考えています」との答弁がありました。 

  委員より「基金の残額400万円の使い道はま

だ決まっていないとの話であったが、ここに積

み立てるということは、残金についても子供た

ちへの教育等に使っていくものと考えてよい

か」との問いがあり、当局より「そのように考

えていただいて結構です。将来子供たちがもの

づくりを好きになって、地元に貢献できる、そ

して地元も元気になる、そういった取組にこの

400万円を有効に使っていきたいと考えていま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○渡邉賢一委員長 日程第３、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する
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質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第40号令和２年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長の報告は、いず

れも原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第40号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会     午前９時３９分 

 

○渡邉賢一委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長  渡 邉 賢 一 

 


